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はじめに

本稿は､松尾芭蕉の『奥の細道』とアッギェ-エ(1911-1987)の『アレ･ヤヤワル･ラ

-ガ･ヤード』を中心に取り扱い､作品の中で措かれた叙述や詩作を比較分析することによ

り､それぞれの作品の作者の思想的共通点を論じるものである｡

筆者はこれまで､芭蕉の『奥の細道』における人間関係に着目し､松尾芭蕉の人間像を明

らかにすることを目的とする研究を行ってきた｡そして､その研究を発展させるために日印

比較文学という方向性を模索してきたのである｡

その中で現代インドの詩人アッギェ-エの存在が浮かび上がってきた｡インド文学界

で詩人として高く評価されたサッチダーナンド･ヒーラーナンド･ヴァ-ツヤーヤン(1911

年～1987年)はアッギェ-エという詩名で知られ､韻文と散文の双方に多大な影響力を残

した詩人である｡アッギェ-エは｢長い詩｣､ ｢短い詩｣､ ｢チャンプ(散文と韻文が混ぜられ

た作品のこと)｣といった幅広いインド韻文の領域で精力的に活動した｡数多くの優れた詩

集を出版するだけではなく､外国の文学から得た思想などもヒンディ一語に導入するとい

う､思想家､理論家としての側面も強かった｡ヒンディ一語の文学界で実験主義という潮流

を作り出し､同時代における主導的な役割を果たした文学者としてインドでは知られてい

る｡

アッギェ-エは訪日経験もあり､日本の文化に多大な関心を示していたのである｡アッギ

ェ-エは詩だけではなく､小説､翻訳なども手がける優れた文学者であり､日本の俳句をイ

ンドに翻訳して紹介した数少ない人物の一人であるoそのアッギェ-エの紀行文『ェク･ブ

ンド･サフサ･ウチリ』において､芭蕉の句｢やがて死ぬ､けしきは見えず､蝉の声｣が翻

訳･引用されている｡

和裁町軸罰巧打す

きE7Tを東研碕守町粛

守雪ぎ南新qTF

『ェク･ボンド･サフサ･ウチリ』ページ177

ここでのアッギェ-エはヨーロッパの雪山において､厳粛な自然に囲まれていた｡そして､

この時の心情を表現するために引いてきた言葉が芭蕉の句なのであるoつまり時代と場所

は違っていても､その幽玄に対する感性は共通していたということであり､両者には思想的

な繋がりがあることを筆者は確信したのである｡

筆者が研究対象として､アッギェ-エを選んだきっかけは以上の通りではあるが､調査と

読解を進めるうちに､両者の作品には対照的な共通点や相違点が見出された｡中でも､芭蕉

の『奥の細道』と同様に､アッギェ-エが国内を巡回して書き上げた紀行文『アレ･ヤヤワ

ル･ラ-ガ･ヤード』の持つ意味は大きい｡これらの作品では双方ともに､旅に出ること-

の憧れから始まり､人生を旅と見立てて､生きている限りは旅が続くことを語って幕を閉じ

る｡この旅と生とする人生観において両者は共通しており､またそれぞれの紀行文にも通じ
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るものがあるのである｡

従来の日印比較文学においては､仏教文学の研究が中心であり､それ以外の文学について

の研究はあまり行われてこなかった｡またインドにおける俳句の受容についての研究も､サ

トヤ･ブシャン･ワルマによる体系的な報告を除けば殆どなされてこなかった｡現在におい

ても､日本文化･文学を研究している機関は､ネル-大学とデリー大学がある｡しかし､日

本文学が専門の研究者は数える程しかおらず､韻文の研究者になると一層限られる.本稿に

おける議論は､そうした問題に言及することで､両国の文学の関係の一つを明らかにするも

のとなるだろう｡

本稿においては､まず第一章において､文学面から見たヒンディ一語の歴史として､イン

ドにおける言語と文学の変遷がいかにして行われてきたかを概観する｡インド文学の歴史

は韻文の歴史でもあり､言語の変遷の歴史でもあった｡そうした歴史の流れの中で､アッギ

ェ-エの紀行文がどのような意味と立ち位置を有しているのか確認することができるだろ

う｡

第二章においてはインドにおける俳句として､いかにして俳句がインドで紹介されてき

たかということを論じる｡インドに初めて俳句を伝えたのはタゴール(1861-1941)である｡

ノーベル文学賞を受賞したタゴールは訪日した際に俳句と出会い､これまでにない形式の

韻文詩として紹介した｡続くアッギェ-エもまた訪日した際に俳句と出会い､その五一七一五

の形式に強く感化されている｡彼は俳句の持つ僅かな言葉が実現する､豊かな情景の表現力

に感動し､その詩情をヒンディ一語で表現するために､詩人としての感性を駆使したoそし

て現代のインドにおける俳句の理論化に最も大きな貢献をしたのが､サトヤ･ブシャン･ワ

ルマ(1932-2005)である｡切れ字を翻訳で再現することを試み､また俳句の歴史を体系化

して伝えるなど､学術的な文学としての俳句をインドにもたらした｡

第三章では､芭蕉の生涯と『奥の細道』の概括を､第四章ではインドにおける紀行文とア

ッギェ-エの作品である『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』と『ェク･ブンド･サフサ･ウ

チリ』の内容の概括を行っている0

第五章では『奥の細道』と『アレ･ヤヤワル･ラ-ガ･ヤード』の比較として､芭蕉とア

ッギェ-エが詠んだ詩や紀行文のモチーフの共通点を分析･検証している｡両者とも､詩歌

の先人､遺構や自然､旅先での人々との出会いなどをそれぞれの作品で措いている｡中でも

重要な共通点は､旅に対する感情であり､双方とも旅を希求し､旅こそが人生の姿であると

している｡定住を拒み､常に移動し続けることが､自身の人生の在り方であり､そのための

困難も厭わないという態度がはっきりと示されているのである｡

第六章ではアッギェ-エと俳句との関係を論じているo幼少期に言語の多義性を発見し

たアッギェ-工は､後年俳句と出会うことで､少ない言葉による豊かな情景世界を表現しう

ることに気づき､自身の詩作を発展させた｡そうしたアッギェ-エにとっての俳句とは､詩

的な感性による詩情の表現に重点が置かれるものであった｡アッギェ-エと芭蕉の作品を

比較すると､その傾向に幾分違いは見られるが､安住を拒む旅を希求する意識は､芸術の追
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求に対するストイックな態度の現れであるという点において共通しているのである｡

以上が本論の構成となるが､芭蕉とアッギェ-エという二人の作家の間には､時代と国と

いう二つの大きな隔たりがあるにも関わらず､その作品で措かれる内容には多くの点で共

通点が見られる｡以下の議論で､作品の内容を通じて､作家松尾芭蕉とアッギェ-エの人生

観と思想を明らかにしていくこととするo
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第一章､文学面から見たヒンディ一語の歴史

インド文明はインダス文明から始まった世界最古の文明の一つである.その地域は､現

在のインド､パキスタン､アフガニスタンで､インダス河の周辺に紀元前3300年から紀

元前1700年の間に栄えた｡農業と水上交通による貿易に依存して繁栄したこの文明は､

考古学上はハラッパーとモ-ンジョダロと呼ばれた都市部が地殻変動によってインダス河

の付近が砂漠化したことにより､衰えていった｡更に､インド･ヨーロッパ族のアーリア

人の侵入によって､住民の一部が現在の南インドに移住し､ドラヴイダ人と呼ばれるよう

になった｡紀元前2000年頃､アーリア民族はインドの西北部に移住し､紀元前1000年頃

には中央インドのガンジス河流域まで進出していた｡

この頃､インドの最初の文書が作られ､インドの文学が始まったとされている｡インド

の文学は､使用言語によって大きく二つの種類､つまり､インド･アーリアン語とドラヴ

イダ語に分けることができる｡現存資料では､ドラヴィダ語による文献は西暦以前に遡る

ことはできない｡これに反して､インド･アーリアン語の文学の歴史は数千年前に遡って

現在に至ることから､インドの主流文学として認められている｡古代のインドの言語と文

学は共に背景に宗教思想､つまりヒンドゥー教の思想などが中心的な柱となっており､こ

の宗教思想が古代のヴェ-ダ文学､古典サンスクリット文学として書き記されている｡更

に､近世から現代までの文学の背景にも様々な宗教､つまりヒンドゥー教､仏教やジャイ

ナ教等がまず存在しており､さらにイスラム教徒によるクルドオー文学など､宗教教義を

表す文字作品が他を圧して重要な位置を占めている｡すなわちインド古典文学において

は､文学としての価値以前に宗教思想が存在している｡

ヒンディ-という言葉はサンスクリット語のシンドクーという言葉から取られたもので

ある｡元々シンド川(インダス川も)という川の名前であり､その周りの地域がシンドク

ーという名前で知られていた｡その後､南アジアでアラブ人によってイスラム教が導入さ

れると､シンドクーという名前で呼ばれていたこの地域はヒンドゥーと呼ばれるようにな

った｡そしてこの地域で話している言語もまた､ヒンディ一語と呼ばれるようになった｡

現代も使われているヒンディ一語の起源を探すと､ヴェ-ダ時代まで遡らなければなら

ない｡サンスクリット語を用いているリーグヴェ-ダにヒンディ一語の文学的な形式が既

に見られ､それが時代の推移に随ってサンスクリット語から分化し､現在のヒンディ一語

まで辿り着いたと言える｡これは他の言語に余り見かけない現象ではないだろうか｡例え

ば､古代日本語は現代日本語とは異なる性格があってもやはり日本語であり､その言語的

特質は現在に至っても日本語として受け継がれている｡けれども､ヒンディ一語の大古代

の様式はヴェデッキ語､古代にサンスクリット語､上代にプラークリット語､中古にパー

リ語､中世にアパブランシャ語､近世からヒンディ一語と呼ばれるように､言語的に時代

によって大きく変質しているのである｡

インドの文化や社会を良く理解するためには､まずヒンディ一語の由来を知るべきだと
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私は考える｡しかしながら､ヒンディ一語で書かれた文学の歴史について､日本で刊行され

た参考文献は少ない｡たとえば田中於菟弥著『世界の文学史9､インドの文学』 (昭和十二

年十一月二十日初版刊行､明治書院)､ルイ･ /レヌー著､渡辺重朗/我妻和夫共訳『インド

の文学』 (1996年1月20日刊行､白永社)位しか挙げられないのである｡両作ともインド

文学の歴史(インドに様々な言語があり､随って文学も多くの種類があること)を中心に述

べているが､ヒンディ一語の文学の歴史を中心に置いたものではなく､古代のサンスクリッ

ト語が分化･変遷によって現在のヒンディ一語まで辿り着いたことが判然としない｡更に､

サンスクリット語の中に見られるヒンディ一語の由来､又は､ヒンディ-文学に与えたサン

スクリット語の影響などは両作の中心のテーマとはなっていない｡本論では日本文学との

比較研究の席の基本事項として､インド人としての立場から､ヒンディ一語の歴史をそこに

記された文学事項を中心に語って行きたい｡

その前段階として､ヒンディ一語が母語でない人のため､インドの言葉であるヒンディ

一語の変遷をまず､説明しておく｡

なお､ヒンディ一語の変換を下記のように大まかに図示しておく｡太字が言語名､そし

て下行に入れたのが､その言語が書かれている文献名である｡

ヒンディ一語の歴史

叙事辞･サンスクリット語
(紀元前1 500- 1 200年)

( 『ラーマーヤナ』 ､ 『マハーバー

ラタ』など)

古典サンスクリット帯 
(紀元前ー20D年～西暦は00年) 

『メ-ガ.ドゥ-タB.『カ-マ.ス-トラ』など) 

ヴエーダ.サンスクリット帯 
(紀元前ー500-500年) 

(FFjグ,ヴエ-ダぷ『サ-ム.ヴエ-ダ』など) 

サンスクリット語として認められる

プラークlJツト語

(紀元前500年-育

暦500年)

(『ブリハッタ･カ

タ｢題など〉

パーIJ語

(紀元前208年-香

暦或招年き

(『ダンマパダ』な

ど)

アパブラ

ンシャ琵
(500* ～

1000 年)

(『サブ

ディー』 ､

『サンデー

シャ･ラー

サカ虚な

ど)

ヒンT'-ィー哲

(1 000 年- 現 在

まで) (『パドマ

ヴァート』. Fピー

ジヤク』など)
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(-)､文字の変遷

上記の図に沿って説明を加える前に､古代インドから近代までの民族の状況を語ってい

きたい｡古代アーリアン民族はインダス川に辿り着いた時点でヴェ-ダなどの文献を持参

してきたわけではない｡けれども､彼らが持ってきた知識はヴェ-ダとして収録されるに

至った｡それ以前のヴェ-ダの知識は､聖仙から弟子-と口承によって伝承され保護され

てきたものである｡

一方､インダス川に以前から住んでいたインド人(現在では南インドまで居住地域を変

更させられたと推測)は自らの文字を持っていたが､それらの文字は現代になってから解

読された｡けれども､古代から現代までに続く文献はなく､文学的な歴史を確認すること

ができる文字ではなかった｡

他方､アーリアン民族によって伝えられて来たヴェ-ダはヴェ-ダ･サンスクリット語

で収録され､その表記に使用された文字はブラーフミ一文字であった｡ブラーフミ一文字

という呼び方は､インド社会では古くて分からないものをブラフマ- (創造の神)の名前

で呼ぶ習慣があったからである｡ブラーフミ一文字の起源はインド･ヨーロッパ系文字の

一種であると推定されている｡

ブラーフミ一文字

デーヴァナ-ガリー文字

イメージは37TTF両町(バーラト. 

コシユ)というインド文学団体のイ 

ンクーネット百科事典から 

ブラーフミ一文字の発生は紀元前10世紀頃だと推測されているが､ブラーフミ一文字

の黄金期はアショーカ王(紀元前304年～232年)の時代にあった｡前3世紀頃のブラー

フミ一文字が碑石として石に刻まれたアショーカカ法勅が､現在でも残されている｡

当時､ブラーフミ一文字はランカー(現在のセイロン島)を初め､東南アジアの国々ま

で伝えられ､諸国の文字に影響を与えた｡ブラーフミ一文字は､後述する初期のプラーク

リットとパーリ語でも使われていた｡

ブラーフミ一文字は様々な文字､つまりベンガル語の文字､タミル語の文字､シンハラ語

の文字､チベット語の文字などに分化していったが､その中で最も有名なものはデーヴァナ
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-ガリー文字である｡デーヴァナ-ガリーは西暦7世紀頃に｢ナ-ガリJ (都市で使われる

文字)として進化し､サンスクリット語で使われた時に｢デヴァ｣ (秤)という接辞語が加

えられ､デーヴァナ-ガリーとして呼称された｡このデーヴァナ-ガリー文字は､サンスク

リット語､パーリ語､プラークリット語でも使われた｡更に､現代のヒンディ一語､マラー

ティー語､ネパール語などにも用いられている｡

今まで､インドの文字の推移を見てきたが､この先は､インドの言語の変遷を文学的な面

を中心に説明して行きたい｡

(二)､言語の変遷

様々な言語と多種な宗教を持ち､特異性に富んだ国とされるインドの文学は､他国のよう

に歴史事項に添って単純に表すことができない｡数千年の歴史を持っているインド文学は

実に複雑である｡特に古典作品の場合､その作の中心が宗教思想にあることから聖典と呼ぶ

べきなのか､それとも一般的な文学作品として評価すべきなのか､両方の間に線を引くこと

はなかなか難しい.たとえ外見的に一般的な作品に見えても､その基底部には宗教的なテー

マを確固として保持しているからである｡

インド文学はサンスクリット語から始まるが､当時のサンスクリット語が用いられるの

は聖仙と寺院の屋敷内に限られ､サンスクリット語を使いこなす教育を受けた人は宮廷と

関係する地位のみであり､身分高いヒンドゥー教の司祭階級のバラモンと､宮廷に属してい

る王族･武人階級のクシャトリヤに限られていた｡

聖仙と国王は交互に円滑な関係を保ち､聖仙は聖典を人々に解説すると同時に､一般的な

作品もその中に宗教的な思想や背景を持たせて執筆していた｡人民の生活の中に宗教は深

く浸透しており､それを排して身分社会の中で生きていくことは不可能な時代であった｡当

時の作品であるヴェ-ダでは､様々な状況に当てはまる神々の存在が言匪われ､それに対して

の祭式､賛辞､祭典などを示す作品となっている｡

インド･イラン語派のヴェ-ダ語はインド社会と接近する中で､変化を求めていった｡

その変化は､サンスクリット語文法学者であるパニニ(紀元前6世紀頃)によって､規則

性を規定されることになった｡古典サンスクリット語は､ヴェ-ダ･サンスクリット語と

は音韻､文法､構文､語嚢ともに異なっている｡古典サンスクリット語が成立した後､宮

廷では娯楽的な文学を執筆する学者も登場した｡その一人として詩人､劇作家のカーリダ

ーサ(4世紀頃)の名前が挙げられる｡この時代になると､文学の享受者は人民の中の上

流階級の有識者も含まれたが､古典サンスクリット語の文学にも宗教的な思想や価値観は

大きく存在しており､宗教的な影響はまだ非常に強いものであった｡

古典サンスクリット語では､ 12世紀まで新しい作品が書き続けられた｡ 12世紀のジャ

ヤデーヴァはサンスクリット語の有名な詩人であった｡なおサンスクリット語は近代･現

代に至ってもなお言語として生き残っているが､インド文学界において傑出した作品が新

たに登場する例は見られない｡
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サンスクリット語の次にプラークリット語が登場した｡プラークリットは｢自然｣とい

う意味を持ち､人民の中から生まれたと思われる｡当時のサンスクリット語は司祭階級の

バラモンによって独占されていたが､プラークリット語は武人階級のクシャトリヤが使用

できるようにサンスクリット語を分化させ､構成したものである｡プラークリット語の起

源はマガダ国(現在ビハ-ル州にある)であり､そこで語られている言語のマガディ一語

から影響を受けたことから､半マ-ガディ一語とも呼ばれている｡そして､パーリ語も紀

元前2世紀頃に同じようにマガダ国に起源を持ち､プラークリット語の一族として認めら

れている｡なお､パーリ語はプラークリット語族の文学的な言語として使用されたとも言

われる｡

両者の文献は宗教的な聖典で､インド全体のみならず海外でも知られるようになった｡

仏教の経典は人民に伝えるためにパーリ語で書かれており､原始仏典の一つである『ダン

マパダ』はパーリ語の最高の例である｡そしてプラークリット語はジャイナ教と仏教によ

って広がった｡一つ強調しておきたいのは､プラークリット語の方がパーリ語よりも人民

の中により普及していたことである｡その結果､仏教的な作品もパーリ語の次にプラーク

リット語を用いて多く書かれた｡そして､当時の強力な王であるアショーカ王が仏教に改

宗したことで､仏教はインドでも強い勢力を持つようになり､国外まで伝わった｡
一方､プラークリット語は宗教以外の文献にも用いられ､特に､戯曲にはサンスクリッ

ト語と同時にプラークリット語が使われていた｡

アパブランシャ語はプラークリッ上帯の9割の単語を持ち､文法は更に進化したもので

ある｡アパブランシャ語はサンスクリット語で｢破損した言語｣の意味を持っている｡こ

の言語が発生した背景にはインド社会ではアーリア人､ドラヴィダ人､キラート族､ニシ

ヤード族､モンゴル族が一緒に住み､新しい文化を生み出したことがある｡このさまざま

な族が参入していた武人階級のクシャトリヤが､シンド(現在パキスタンの-つの州)か

らパンジャーブ(現在インドの一つの州)までの国土で政権を握り､強い力を持ってい

た｡王に属する言語ではなく一般人の言語を使用する彼らは､文化や文学に強い興味を持

っており､豊富な社会を代表していたo　けれども､文学的な言語として用いられてきた特

権階級の使用するサンスクリット語の知識がなかったので､プラークリット語を発達させ

てアパブランシャ語を生み出していった｡これらの言語は当時の様々な宗教派､つまりシ

ッディ一派､ジャイナ教派､ナ-ト派などに使われ､人民まで拡大された言語となった｡
一方､ 712年､アラブ人であるモハンマド･ビヌ･カーシム(695年～715年)がインド

を支配し､シンド･パンジャープのヒンドゥー教の最後の王であるダーヒル･セ-ン

(661年～712年)を敗った｡これは､イスラム教がインドに導入されるきっかけとな

り､以後､イスラム教が人民の間に徐々に広がっていった｡イスラム教の学者たちはサン

スクリット語の知識を持っていなかったので､アパブランシャ語をインドの言語として取

り扱い作品を執筆し始めた｡これはイスラム教の学者の､インド文学界に於ける最初の登

場だった｡結果として､アパブランシャ語の地位を押し上げ､文学的な言語として認定さ
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れるようになったo更に､新しい韻文形式のドーハ- (四つの文章が13字-11字-13字

-11字で構成される短詩型)が生み出され､巷間に大幅に流行した｡

8世紀頃シンドに導入されたイスラム教は､アフガン系民族とトルク系王朝からなるデ

リー･スルタン朝(1206年～1555年)を成立させ､国土はアフガンから南インドまで広

がった｡この時期､インド社会は文化や文学に大きな変革を体験した0

これらの出来事は､インドの言語にも影響を与えたのである｡アパブランシャ語にはア

ラビア語､パシュト一語､ベルシア語､トルコ語の単語が取り込まれた｡そして､デリー

の周囲の地域の人民の言語であるカリ一･ポリー語と混ざるようになり､アパブランシャ

語はヒンダーヴィと呼ばれた｡ヒンダーヴイはアラビア語で｢インドの言語｣という意味

を持ち､これはイスラム教が与えたインドにある言語に対しての呼称だった｡ヒンダーヴ

イ語は､後代の学者によってヒンドウスターニという名前で呼ばれた｡この言語は17世

紀になってからムガル帝国によって宮廷の言語としての威信を獲得し､ウルドゥー語と呼

ばれた｡とはいうものの､学者達はまだヒンドウスターニという名前を使用し続けてい

た｡

近代になると､ヒンドウスターニが二つの派に分化し､一つはウルドゥー語､もう一つ

はヒンディ一語になった｡更に､ヒンディ一語は､サンスクリット語の単語と文法などを

出来る限り組み込みながら標準化され､文学的な言語として用いられるようになった｡

以上がインドの文字と言語に見られる変化の概況であるが､これから､各言語で書かれ

たインドの文学を中心に､サンスクリット語がヒンディ一語になるまでの変遷を､図｢ヒ

ンディ一語の歴史｣に沿って説明して行きたいと思う｡

一､ヴェーダ･サンスクリット語

四千年前､インド･イラン語派の祖語は様々な言語に分化していたが､その中でもっ

とも古いものはヴェ-ダ･サンスクリット語あるいは単にヴェ-ダ語と呼ばれるサンスク

リット語である｡このヴェ-ダ語はアヴェスタ聖典(ゾロアスターン教の聖典)と文法的

に類似しており､インドのアーリアンとイランのアーリアンの文化や文学的な接近が伺え

る｡
∨id

古代のインドの文学､すなわちヴェ-ダとは｢知る･知恵｣という意味の動詞｢筒乱　と～

いう言葉に由来し､宗教的な知恵や知ることに基づいた聖典を指したものである｡そして

そのヴェ-ダに使われている言語が｢ヴェ-ダ語｣と呼ばれるものである｡

ヴェーダの構成

ヴェ-ダは大幅に二つ､申(シュルティ)と申(スムリーティー)に大別されるo

シュルティの意味は｢聞いて取得すること｣である｡古代の聖典は口伝によって語られ､

その内容が弟子に暗記されて来たことからシュルティと言われている｡シュルティは四つ

のヴェ-ダ､つまり『リグ･ヴェ-ダ』､ 『ヤジュール･ヴェ-ダ』､ 『サーマ･ヴェ-ダ』と

『アタルヴァ･ヴェ-ダ』から成る｡更にこのヴェ-ダはそれぞれがサンヒタ一､ブラーフ
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マナ､ア-ラヌヤカ､ウパニシャッドという四つの段階に別れる｡サンヒクーはヴェ-ダの

主要部分で賛歌､歌詞､祭詞などと言われ､マントラとも呼ばれる｡ブラーフマナは散文で､

哲学思想を展開し､本書の説明と解釈を述べる文献である｡ア-ラヌヤカはブラーフマナと

ウパニシャッドの中間に位置し､伝授される秘義､秘法を含んだ文献を指す｡ウパニシャッ

ドはヴェ-ダの結尾に置かれ､散文と韻文､あるいはそれが混交した文章から成っている｡

スムリーティーは宗教的な価値がシュルティより劣り､師伝口授による知識を意味する｡

スムリーティーには､六種のヴェ-ダンガや二大叙事詩の『ラーマーヤナ』､ 『マハーバーラ

タ』や『マヌ･スムリーティー』がある｡

四種のヴェーダの第一段階､サンヒター

四つのヴェ-ダの中で一番古くて重要なヴェ-ダは繭『リグ･ヴェ-ダ』である｡

市町十両(リグ十ヴェ-ダ)は複合語で､リグの意味は賛美､ヴェ-ダは知識を意味する.

一方､四つのヴェ-ダはそれぞれ四部分に別れており､それらの部分は共通した名称で

呼ばれている｡その一つがサンヒタ-である｡サンヒクーは他の三つの部分より重要で､

ヴェ-ダを成立させる最大の要素である｡

『リーグ･ヴェ-ダ』はインドの初めての文学として認められ､宗教と神話が中心とな

っている作品である｡この宗教と神話が文献の中心であることは､当時のインドの文学に

おける顕著な特徴である｡当時の宗教は多神を信じ､信奉者は各神に対して礼讃する美の

賛辞を詠む｡そして､各神はそれぞれの領域で最高神の地位を持ち､それぞれの神が固有

の特徴を示す｡例えば､天界では太陽神のス-ルヤの名があげられ､空界では雷神のイン

ドラがあるが､これらは悪魔から人間界を保護する神である｡また地界にある火神のアグ

二､友愛の神ミトラ､日本にも伝えられている七福神の-柱のモデルとなった学問の女神

サラスヴァティー､そしてこの女神の夫であるブラフマ-が創造の神として記述されてい

る｡

(デーヴァナーガリー文字で

書かれた『リグ･ヴェーダ』)

『リグ.ヴエーダ』､ヴ-エディ 壷|ﾒĀ

サムソダーダナ-.マンダル出版 唏42Ā

ンド､1995年から取った写真 Ā



リーグ･ヴェ-ダの内容は宗教的叙情詩､宗教的賛歌､婚姻､葬送､人生に関する歌､

哲学詩､戦争の歌などが含まれた作品である｡全構成は10巻から出来ていて､第1巻と

第8巻は火神-の賛歌集が収められ､第2巻から第7巻まではリグ･ヴェ-ダの中心的な

部分で家伝賛歌集となっている｡第9巻は神に捧げる酒､いわゆるソ-マの賛歌が集めら

れている｡第10巻は､哲学的な賛歌が新しい言語によって収められている｡この言語は

サンスクリット語であるが､イランのアヴェスタ聖典の言語と似る｡

一方､文法的にはパーニニ(紀元前5世紀頃に生まれた文法学者であり､古典サンスク

リット語を確立した)によって確立されたサンスクリットの文法と区別されることから､

ヴェ-ダ･サンスクリット語と呼ばれるようになった｡そしてこれまでのパーニニの文法

によるサンスクリット語は区別して古典サンスクリット語と呼ばれ､ここで､初めての言

語の移り変わりが文献上に見出されたのであるoリグ･ヴェ-ダの成立は紀元前1500年

～1000年頃と推定されている｡

第二のヴェ-ダ可弓帝『ヤジュル･ヴェ-ダ』は､

申(ヤジュス+ヴェ-ダ)を合わせた単語であるo日本語訳すれば､ヤジュスという

のは祭式において使われる祭詞のことを示す｡ 40巻に成る『ヤジュル･ヴェ-ダ』の各巻

が儀式による祭詞や作法などを記している｡また､形式によって『黒ヤジュル･ヴェ-

ダ』 『白ヤジュ/レ･ヴェ-ダ』の二種に大別される｡年代的に『黒ヤジュル･ヴェ-ダ』

の方が古い｡ 『ヤジュル･ヴェ-ダ』は韻文と散文で作成されているが､韻文の大部分は

『リグ･ヴェ-ダ』から借用されていると言われ､対して散文の方はこのヴェ-ダ独特の

ものであるが､使用言語はヴェ-ダ･サンスクリット語である｡

『黒ヤジュル･ヴェ-ダ』はこの文献の本来の形式を示すもので､祭詞とその説明が結

合されている｡ 『黒ヤジュル･ヴェ-ダ』は四つの分派､つまりマイトラーヤニーヤ派､

チヤラカ･カタ派､カピシュタラ･カタ派､タイツティリーヤ派に区別されている｡

『白ヤジュル･ヴェ-ダ』は『黒ヤジュル･ヴェ-ダ』より新しく､韻文と散文の祭詞

が中心的に収められている｡そして､ヴァ-ジャサネ-イン派が『白ヤジュル･ヴェ-

ダ』を代表し､更にマ-ディヤンディナ派とカーンヴァ派に分類される｡このヴェ-ダの

成立はおよそ紀元前1000年から紀元前800年頃と想像されている｡

第三のヴェ-ダとして､印南『サーマ･ヴェ-ダ』があるo　これは

抑-1転(サーマン十ヴェ-ダ)の熟語で､サーマンというのは祭式に於いて歌を詠むこ

ととヴェ-ダは歌を詠む知識のことを示すので､ 『サーマ･ヴェ-ダ』は歌を詠むヴェ-

ダであるo　このヴェ-ダの重要性は､リグ･ヴェ-ダ俗に次ぐとされているが､巻数は四

つのヴェ-ダのなかで最小である｡ 『サーマ･ヴェ-ダ』のサンヒタ-は｢アールチカ｣

と｢ガーナ｣二つの部分に分類され､ 1549詩句が収録されている｡けれども､これらのう
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ち75詩句だけが『サーマ･ヴェ-ダ』独自のもので､他はすべて『リグ･ヴェ-ダ』か

ら再録されているo

『サーマ･ヴェ-ダ』は､文学的や思想的な価値では他のヴェ-ダと比べると､それほ

ど大きなものではない｡使用言語は､他のヴェ-ダ同様に､ヴェ-ダ･サンスクリット語

である｡このヴェ-ダには祭式における歌詞を集めたものがあり､歌曲に適応させる音符

なども示されているので､音楽史上極めて重要であり､インド最古の典礼音楽として知ら

れている｡ 『サーマ･ヴェ-ダ』は紀元前800年～600年頃のものだと推定されている｡

蛾『アタルヴァ･ヴェ-ダ』は37%舟卜転(アタルヴ十ヴェ-ダ)の単語を合わせ

たもので､アタルヴは聖仙､ヴェ-ダは知識なので､アタルヴが伝えられた知識という意

味である｡

アタ′レヴァ･ヴェ-ダは四番目のヴェ-ダで､古くアタルヴァ･アンギラスとも呼ばれ

ていたが､それはアタルヴァンという種族とア-ンギラサという種族によって伝えられた

ヴェ-ダだったからである｡このヴェ-ダは内容的に､医学､男女の愛情､悪魔､国王

法､調和などに分類される｡そして､このヴェ-ダは『リグ･ヴェ-ダ』と『サム･ヴェ

-ダ』からも内容を採録し､成立時期は紀元前800年～600年前後だと推測されている｡

『アタルヴァ･ヴェ-ダ』は最後のヴェ-ダとして成立し､古く9派に分類されていた

が､現在知られているのは､シャウナカ派とパイッパラ-ダ派という二派に限られる｡両

派は20巻を持つが､内容的には異なっている｡ 20巻には賛歌として約六千の詩句が載

る｡ 『アタルヴァ･ヴェ-ダ』での散文は､全体の約六分の-を占めている｡使用言語

は､これもヴェ-ダ･サンスクリット語である｡

ヴェーダの他の段階､ブラーフマナ､アーラヌヤカ､ウパニシャッド

ヴェ-ダ文献の第二段階に､ブラーフマナが位置するが､これはサンヒダーの説明的な

文献である｡ブラーフマナ文献では､マントラの祭詞･歌詞･讃請の注釈がなされてい

る｡ブラーフマナ部分は､三つのヴェ-ダではサンヒタ-から独立しているが､ 『ヤジュ

ル･ヴェ-ダ』では祭詞の部分に含まれている｡そこでブラーフマナは『ヤジュル･ヴェ

-ダ』を基礎として発達し､後に他のヴェ-ダにも追加されるに至ったと推測される｡現

存するブラーフマナは合わせて19編あり､ 2編は『リグ･ヴェ-ダ』に､ 6編は『ヤジュ

ル･ヴェ-ダ』に､ 10編は『サーマ･ヴェ-ダ』に､ 1編は『アタルヴァ･ヴェ-ダ』に

ある｡ブラーフマナの正確な成立年代は不明だが､紀元前800年を中心に作られたと推定

されている｡

ブラーフマナは散文で書かれ､ヴェ-ダ祭式の研究には必須の文献であるo　そして､神

話･伝説の文体と実際に行われている供犠の関係が説明されており､ヴェ-ダに含まれて

いる神話の解釈も載る｡シャタパタ･ブラーフマナはブラーフマナ文献で最も重要な文献

であり､その思想は典型的な超論理､すなわち有名な伝説である｢マヌ｣と｢大浜水物
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語｣が含まれている｡ ｢マヌ｣はインド神話の登場人物であり､ ｢大洪水｣で文明が破壊さ

れる神話を指す｡

ア-ラヌヤカはヴェ-ダの第三段階に位置し､同時にブラーフマナの最後の章を形成し

ている｡この章は祭式の神秘的意義を説くものでありながら､哲学思想としても高度な内

容を持っている｡内容はブラーフマナと同じく祭式に関するもので､神聖なものとされて

いる｡ア-ラヌヤカを直訳すれば｢森林書｣の意味を持つ｡これは森林の中で伝授､学習

されるべき秘儀があることから命名されたと推測される｡成立は紀元前600年だと言われ

るo現存するア-ラヌヤカの2編は『リグ･ヴェ-ダ』に､ 4編は『ヤジュル･ヴェ-

ダ』に､ 2編は『サーマ･ヴェ-ダ』に存在するが､ 『アタ/レヴァ･ヴェ-ダ』にはない｡

ウパニシャッドはヴェ-ダの最後の部分に属する｡ ｢ウパ･ニ･シャツド｣を直訳すれ

ば､三つの単語､すなわち｢近く･下･座るJとなり､ ｢(師に)近づき､その下に座る｣

という意味となる｡これに説かれる教義は神秘的なもので､師弟が相対座して口授される

秘儀に基づいたものである｡

ウパニシャッドは約200書の書籍のことである｡ウパニシャッドでは､崇拝､礼拝､宗

教儀式などが､一神教の教えに基づいているo韻文と散文の構成で作られたウパニシャッ

ドは､その中の108書が紀元前6世紀頃に成立した伝統的な仏教以前のものとされ､ ｢古

いウパニシャッド｣と呼ばれる｡それ以後のものは｢新ウパニシャッド｣と呼ばれる｡

｢古いウパニシャッド｣が､もちろん内容的に重要である｡

二､叙事詩･サンスクリット語

叙事文学は古代のヴェ-ダ文学と中古の古典サンスクリット文学の間の時期に隆盛し､

代表作晶は『ラーマーヤナ』と『マハーバーラタ』が著名である｡聖仙(インド神話の賢

者)のヴァ-ルミ-キによって書かれたこの二つの叙事詩は､ヒンドゥー教にとってはヴ

ェ-ダの次に重要な聖典であるo 『ラーマーヤナ』の成立についての説は定まっていない

が､研究者によると紀元前600年頃とも推測されている｡この二つの叙事詩の思想的･文

化的な影響は､インドを初めアジア諸国にも及んでいる｡

以下に二つの叙事詩の内容を記す｡

叙事詩『ラーマーヤナ』

『ラーマーヤナ』は､ヒンドゥー教の神話と古代英雄であるコ-サラ国のラーマ王子の

伝説で､七編､二万四千詩句から成るサンスクリット語の大叙事詩である｡七編からなる

『ラーマーヤナ』の中で､第-編と第七編は､二世紀になってから新しく追加されたとも

言われている｡この叙事詩では､ラーマ王子がヴイシュヌ神の権化として取り扱われてい

ることから､宗教的な意義も持っている｡

『ラーマーヤナ』第-編は幼年の巻と呼ばれ､ラーマ王子と他の四人の王子が誕生し､

成長の後にラーマ王子がシーターと結婚するまでが書かれている｡
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第二編はアヨ-ディヤーの巻と呼ばれる｡ラーマの父のダシャラタ王は老齢に達し､ラ

ーマに王位を継がせようと決意するが､王の第二番目の妃がラーマを十四年間､森林に追

放させるo　ラーマはシーターともう一人の王子のラグシュマナを伴い､森林に赴く0

第三編はアラヤカ､または森林の巻と呼ばれる｡ダンダカの森に来たラーマは森の静寂

を乱す悪魔を追いかけ､魔王のラーヴァナの怒りを引き起こす｡ラーヴァナはラーマの妻

のシーターを誘拐し､ランカー(現在のセイロン島)に連れて行った｡ラーマは怒り悲し

み､シーターを捜索する旅に出る｡

第四編はキシュキンダーの巻と呼ばれる｡ラーマは猿王スグリーグァと親交を結び､猿

族はシーターを捜す約束を交わす｡四方を捜索した猿軍はシーターの所在を見つけた｡

第五編はスンダラの巻である｡海岸に着いた猿軍のハヌマ-ンは海を隔ててランカに着

き､シーターと会う｡ハマヌーンは敵に捕まるが､ランクの都市を炎上させて帰還した｡

第六編はユツダ､または戦闘の巻である｡ラーマは猿軍と共にランカを支配し､ラーヴ

ァナとの間に大戦争が起きる｡ラーマはラーヴァナをついに殺し､シーターと共にアヨ-

ディヤーの都に帰還した｡

第七編はウタラの巻であるo国民の間にシーターの潔白を疑う声が起こり､シーターは

ラーマのもとを去って森に行き､二人の子を生んだ｡その後､シーターは身の清浄を証明

するため大地に呑まれてしまった｡ラーマも王位を去り､天上に昇っていった｡

叙事詩『マハーバーラタ』

『マハーバーラタ』は紀元前6世紀頃の成立と思われ､ 18編､ 10万詩句から成る｡サ

ンスクリット語で書かれた『マハーバーラタ』の作者は不明であるが､聖仙のヴイヤーサ

だと言われている｡

『マハーバーラタ』は､敵対関係にある二つの王族の物語を措いた神話である｡ドウル

ヨ-ダナが指揮する百人のカウラヴァと､彼の五人の兄弟のパーンダヴァが対立してい

た｡双方はインド全土と隣接する多数の国から集まった部族とおのおの同盟を結び､戦闘

に備えていた｡英雄たちは戦闘の中で次々に戦死し､カウラヴァの長兄ドウルヨ-ダナも

殺された｡最後にパーンダヴァが勝利するが､しばらく後に都を去ってヒマ-ラヤ山に向

かった｡そこで､不思議な死を迎え､この世界を去っていった｡

第一巻はア-ディ･パルヴァと呼ばれ､マハーバーラタの紹介と王子達の誕生と成長が

述べられている｡

第二巻はサバ･パルヴァと呼ばれ､パーンドヴァの森林に向けての出発が語られる｡

第三巻はアルヤンカ･パルヴァと呼ばれ､パーンドヴァの森林での1 2年間のことが物

語られている｡

第四巻はヴィラト･パルヴァと呼ばれ､ヴィラトの皇帝となったパーンドヴァの事慶が

述べられている｡

第五巻はウッドグ･ /ベルグァと呼ばれ､戦争の準備のことが記されている0

第六巻はビスマ･パルヴァと呼ばれ､戦争の始まりが書かれているo
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第七巻はビスマ･パルヴァと呼ばれ､戦争が継続し､ドラナが大将になる｡

第八巻はカルン･パルヴァと呼ばれ､戦争が続き､カルンが大将となった｡

第九巻はシャルヤ･パルヴァと呼ばれ､戦争の終わりが措かれている｡

第十巻はサブティック･パルヴァと呼ばれ､バンドヴァの軍人たちが殺される.

第十一巻はステイリ･パルヴァと呼ばれ､死んだ軍人達を悼む内容0

第十二巻はシャンテイ･ /ベルグァと呼ばれ､バンドヴァの長男が王位になる0

第十三巻はアヌサシャヌ･パルヴァと呼ばれ､ビスマの最後の教えが書かれる｡

第十四巻はアスワメディカ･パルヴァと呼ばれ､アスヴァ･メダーという行事が記され

ている｡

第十五巻はアスラムヴィカ･パルヴァと呼ばれ､カウラヴァの残りの家族が森林に赴

く｡

第十六巻はマウサル･パルヴァと呼ばれ､紛争がまだ続いている｡

第十七巻､第十八巻はバンドヴァの天国までの旅のことが述べられている｡

『マハーバーラタ』は『ラーマーヤナ』に倍する大長編であり､神話､伝説､説話ある

いは哲学詩などが結合されており､宗教的な思想なども含まれている作品である｡

なお､ヒンドゥー教の重要な聖典の一つである神の詩『バガヴァット･ギ一夕-』は､

『マハーバーラタ』の一部である｡サンスクリット語で書かれているこの作品は､仏教や

ジャイナ教の文学､ドラヴィダ語やヒンディ一語の文学として取り扱われる場合がある｡

そして､インド以外の諸国にも『マハーバーラタ』の一部が散文化されて伝わっている｡

三､古典サンスクリット語

ヴェ-ダのサンスクリット語は次第に変化し続け､紀元前5世紀にガンダーラ(現在の

パキスタン)に生まれたパーニニによって､サンスクリット語の文法書であり､また『パ

ーニニ文典』としても知られる『アシュタ-ディヤーイ-』が成立した｡ 『アシュダーデ

イヤーイ-』は｢八個の章｣の意味で､古典サンスクリット語の基礎を確立した｡この文

法はその後､三段階を経て完成する｡第一段階はパーニニのサンスクリット文典､第二段

階として紀元前2世紀に生まれた文法学者であるパタンジャリの注釈書『マハ一･バーシ

ュヤ』､第三段階は西暦5世紀に生まれたサンスクリット語文法学者であるバールト‥､

-リの単語と文書の論文書『ヴァ-ケヤ･パデレヤ』である｡この後にも､第四段階とし

て､西暦650年頃に生まれた二人の文法学者であるジャヤディティヤやヴァマ-ナによ

る､カーシ(現在のワ-ラーナシ-)で使われる言語の構成についての解説書の『カーシ

カ一･ヴリッティ』などの注釈を経て､サンスクリット語の文法理論が最終的に完成する

のである｡その標準文法は現在に至るまで､文学､宗教､哲学､学術書の基礎として改変

されることなく使用されているo

サンスクリット語はヴェ-ダ文学､二大叙事詩を経て､古典サンスクリット文学に至っ

た｡叙事詩時代の詩はこの古典サンスクリット語の時代に大きな影響を与え､カーヴィヤ
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文学を輩出した｡これらの文学では以前に比して内容も著しく充実し､多数の作家を現出

した｡

カーヴィヤ文学

｢カーヴィヤ｣とはサンスクリット語で書かれた韻文中心の文学作品のことである｡カ

ーヴィヤの起源は大叙事詩にあると言われ､その後､叙情詩､説話､詩論､戯曲などの発

達を大きく促した｡カーヴィヤ文学は二つの文体に区別される｡一つは｢ヴァイダルビ一

体｣と言われ､内容的に重視される部分に使われて平詞､優雅を重んずるのに対して､

｢ガウディ一体｣というもう一つの文体は音韻に重視を置き､長い合成語を好む傾向があ

る｡

アシュヴァゴーシャ(80年～150年)は､北インドに生まれた仏教詩人､学者であり､

インド最初の戯曲家である｡仏陀の誕生から死に至るまでの生涯を措いた叙事詩『ブッダ

チャリタ』は代表作であり､仏教世界に多大な影響を与えた｡十七章から成る『ブッダチ

ヤリタ』は古典サンスクリット語の優れた叙事詩として知られている0

又､ 4世紀に生まれたカーリダーサはインドのシェイクスピアとも呼ばれ､インドの古

典サンスクリット語に於いて最も有名な詩人である｡カーリダーサは多くの作品を執筆し

ているが､その代表作は二編の叙事詩『クマールサンバヴァ』 (ヒンドゥー教のパールヴ

ァティー女神の誕生から始まって､女神の新婚旅行に締め括られている作品)､と『ラグ

ヴァンシャ』 (ラグ王家の物語)､二編の叙情詩『メ-ガドゥ一夕』 (鬼神のヤクシャが愛

人に宛てて雲で伝言を送る物語)と『リトウサンハ-ラ』 (六つの季節に渡る男女の恋愛

詩集)､そして三編の戯曲『シヤクンタラ-』 (マハーバーラタの登場人物のシャタンダラ

ーの物語を劇曲化したもの)､ 『マ-ラヴイカ-グニミトラ』 (アグニミトラ王とマラヴィ

カの恋愛物語を戯曲化)と『ヴィクラモールヴァシーヤ』 (ブルーラヴァス王と天女のウ

ルヴァシーの恋物語を戯曲化)であり､これら多くの作品の作者としてインド文学史上で

稀有な作家とされている｡

叙情詩の『メ-ガドゥ一夕』 (日本語訳『雲の使者』)は4世紀～5世紀頃に書かれたカ

ーリダーサの代表作である｡ 111詩句から成る『メガドゥ一夕』の内容は､ヤクシャの男

が､雨季の空を眺めつつ故郷に独り寂しく夫を待つ愛妻を想い､その恋慕の心を雲にたと

えて描写している作品である｡この作品はインド詩壇に於いて高く評価され､ドゥ一夕

(使者)文学(使者を通じて思いを伝える内容を持つ作品)を生み出した｡作品の人気は

インドに留まらず､アジアの国々をはじめ西洋まで達したと言われる0

カーリダーサの出現によってインド文学の芸術性が高まり､古典サンスクリットの黄金

時代とまで呼ばれた｡その後､他の作家たちによって叙情詩､戯曲と新形式の散文の伝奇

小説や説話なども多数作られ､また詩論や戯曲なども発達していった0

以下に､古典サンスクリット語で書かれた各ジャンルについて､まとめておく｡
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リ

穀情詩

叙情詩では､恋愛､自然風景､宗教詩などを主題とするものが詠まれた｡主な作家を取

り上げておく｡

バルトリハリは5世紀に生まれ､叙情詩と教訓詩の作家として認められた｡バルトリハ

リが執筆した三種のシャタカ(百韻の詩集)は高く評価され､カーリダーサとも比較され

る程であった｡特に恋愛を主題とした『シュリンガーラ･シャタカ』 (恋愛百頒)が､優

雅な詩句を生み出した作品として著名である｡

ジャヤデーヴァは､ 12世紀にオリッサ州に生まれた詩人である｡彼の名作『ギ一夕･ゴ

ーヴィンダ』は十二章からなる恋愛叙情詩である｡ギ-ダは｢歌｣を意味し､ゴーヴイン

ダは｢牧牛者｣という意味である｡その牧牛者はクリシュナというヒンドゥー教の神であ

って､牧女のラーダーはクリシャナの恋人である｡この作品では､二人の関係を題材に官

能的な愛の詩が美しく歌いあげられている｡ここに措かれる性愛-の熱情はヒンドゥー教

のエロス的熱情をともなうバクティ(信愛)を象徴的に表現するものとして広く受け容れ

られ､人kEこ大きな影響を与えたo

インド最初の叙事詩である『ラーマーヤナ』は､既に述べたように古典サンスクリット

語の起源となったが､この伝統を継いだサンスクリット語の叙事詩仏教詩人アシュヴァゴ

ーシャ､叙事詩のカーリダーサが出たのち､バーラヴィが登場した｡

バーラヴィは叙事詩『キラータールジュニーヤ』を510年に執筆した｡ 18章からなる本

作の題材は『マハーバーラタ』からの影響を受けており､勇士のアルジュナ王子とキラー

タ､そして｢山男｣の姿をしているシヴァ神との格闘が美しく描写されている｡バーラヴ

イの生年は不明であるが､彼の作品にカーリダーサの影響があることから6世紀頃の人物

と推定されている｡

またセイロン島の王クマ-ラダーサも､ 『ラーマーヤナ』を題材とした叙事詩の『ジャ

ーナキーハラナ』を6世紀中頃に執筆した｡この叙事詩はラーマの妻であるジャーナキ､

すなわちシーターの誘拐を元に作られたものである｡クマ-ラダーサは文豪カーリダーサ

と同年代で友人でもあったと言われる｡伝承によると､この詩人は古代インドに栄えたマ

クリヤ朝(紀元前317年頃)の王家の子孫だという｡

戯曲

インドの演劇の起源は､宗教的な行動にある｡特に､サンスクリット語の題材は叙事詩

から取り入れられたと言われる｡インド劇は｢ナ-タカ｣といわれ､ナ-タカの題材は戦

争や恋愛であり､主人公は王､仙者､神である｡ナ-タカには音楽､歌､舞踊の三要素が

入っており､ナ-タカの大団円では主人公は必ず幸せに辿り着く｡なお､現代のインド吹

画にも､この幸せな結末を迎えるという構成は継承されている｡

主な戯曲家といえば､アシヤヴァゴーシャから始まり､カーリダーサが先駆的劇作家と

して出現し､ヴィシャ-カダッタや-ルシャなども代表的な作者であるo作品としては

『マハーバーラタ』と『ラーマーヤナ』を初め､カーリダーサの多数の作品が劇に取り入
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れられ､ヴィシヤーカダッタの『ムドラー･ラークシャサ』も代表的な題材として使われ

た｡

散文

古典サンスクリット文学に散文の小説が台頭して来たのは7世紀頃と推測され､ア-キ

ヤーイカーとカタ-の二つに分類されているo前者は｢創作｣と｢枠物語｣､後者は｢実

話｣と｢挿入物語｣などが含まれるo　この時代の代表作家はダンディン､バーン･バッ

タ､スパンドゥなどである｡三人ともに活躍時期は6世紀～7世紀と推察されている｡

ア-キヤーイカーの一番の代表作家はダンディンであり､その代表作は『ダシャクマ-

ラチヤリタ』で三宿一四章から成っている0 672年に執筆したダンディンの他の代表作は

詩論書の『カーヴィヤーダルシャ』 (詩作の鏡)であるo

一方､バーン･バッタの『ハルシャチヤリタ』も､ア-キヤーイカ-形式の代表作と言

われる｡ 『ハルシャチヤリタ』はハルシャ王の生い立ちを措き､全八草から成っている｡

この作品には､宮廷の生活や慣習､宗教的行事､地方の自然や風物などが描写されてい

るoバーン･バッタは627年にチャンドラビドとプンドリーク王の恋愛を元に伝奇小説の

『カーダンパリー』を執筆し始めたが､完成させたのは息子のプ-サン･バッタである｡

説話

説話はごく古くからインド文学に存在するが､六世紀前後にグナ-ディヤ(年代不明)

の『パンチヤタントラ』が作られるに及んで目立つようになり､大いに巷間に流行した｡

『パンチヤタントラ』は､動物を主人公にした五編から成る物語であるo原作者と年代

は不明であるが､ 3世紀にヴィシュヌ･シャルマ一によってサンスクリット語で構成され

たことは確実であるo　五編の内容は次のようであるo

一編は友人を失う話で､ライオンと雄牛を中心に書かれたo

二編は友人が出来る話で､鳩､カラス､ネズミ､カメと鹿を中心に書かれた｡

三編はカラスとフグロクを主人公として､戦争と平和を中心に書かれた｡

四編は得たものを失う話で､猿とワニを中心に書かれた｡

五編は浅はかな行いが､ブラフマンとマングースを中心に書かれた0

それぞれの巻に多くの物語が含まれる形式を取っているのは､インド説話の特徴であ

る｡ 『パンチヤタントラ』は翻訳されて東南アジアに広く紹介され､西方諸国にも伝播し

たo東西諸国の説話文学にも大きな影響を与えたといえようo

その他の作品

古代インドの政治家､宰相､軍師であるカウティリヤ(紀元前340年～紀元前283年)

とチャーナキヤ(生没年未詳)は『アルタ･シヤーストラ』 (実理論)を4世紀頃に執筆

した｡ 15巻のこの作は当時のインド社会の法律､経済､建築､軍事､産業などについて書

かれている｡全作がサンスクリット語の散文で書かれており､また章の終わりは韻文で締

め括られている｡
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その他､性愛文学の『カーマ･スートラ』も登場した｡ 4世紀頃のヴァ-ツヤーヤナの

執筆で､男女の性愛の要訣が散文を中心に書かれている｡ 『カーマ･スートラ』は7編か

ら成り､内容的に64種の性愛の技芸を初め､市民の生活などを元にした性愛技巧が述べ

られている｡このサンスクリット語の性愛文献の影響はインド社会に広まり､他の文芸作

品にもしばしば影響を与え､ 『カーマ･スートラ』本文から引用される場合も多く見られ

る｡

四､プラークリット語

プラークリット語は｢プラークリット｣すなわち｢自然｣を意味し､紀元前5世紀～紀

元1世紀頃､古代インドに発達した言語を指す｡古代では､サンスクリット語の使用はバ

ラモン教徒に限られていたが､その後､バラモン教徒以外にもこの言語が使用されるよう

になっていったことからサンスクリット語に変化が起こり､プラークリット語が発生し

たo　その結果､一般人もプラークリット語を使うようになった｡

それまで一般的に宗教的な経典と文学などは格調高いサンスクリット語で書かれてきた

のだが､仏教とジャイナ教は一般の言語を使用することを狙い､それらの経典や作品をプ

ラークリット語で書き始めた｡同時に､宗教的な経典文学以外にも作品が残された｡説話

文学の『ブリハットカタ-』 (大叙事詩｡マハーバーラタの登場するパーンダヴァ国の王

族であるナルワ-ハヌ･ダットを措いた神話)､ジャイナ伝本などがプラークリット語の

代表作として認められる｡更に､サンスクリット語詩人もプラークリット語で作品を執筆

するようになった｡又､戯曲の言語として､それまではサンスクリット語しか使われなか

ったが､やがてプラークリット語も使用され､文学用語として重要な役割を持つようにな

った｡

上記のように､プラークリット語では宗教的な経典以外に説話文学が注目される｡その

中でも『ブリハットカタ-』は代表作といえよう｡

プラークリット語は日常生活で用いられる口語ではなかったが､演劇にも登場した｡プ

ラークリットは主にジャイナ教を中心した言語ともされており､サンスクリット語のよう

な主要な作家や作品などが多く出たわけではない｡それは､ジャイナ教がプラークリット

語で経典の教えなどを一般人に伝えることを目的としたからである｡

グナディヤによって書かれた『ブリハットカタ-』は､インドの西方に流行していたプ

ラークリット語の一種､あるいはパイシヤーチ一語(西の方の言語)で執筆された､ 10万

韻から成る作品である｡ 『プリハットカタ-』の成立年代は不明だが3世紀の作品だと推

察されている｡内容はヴァッツア国のヴウダヤナ王とヴァ-サヴァダッタ-妃との結婚､

王子の冒険物語などを述べた説話集である｡

ハ-ラ王によって､プラークリット語の叙情詩集である『サッタサイ-』が編集され

た｡ハ-ラ王は1世紀～2世紀頃､南インドでハ-ラ･サータグァ-ハナの名前で政権を
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握っていた｡ 『サッタサイ-』は｢七百詩集｣を意味し､内容的には､自然､村落の生

活､恋の喜びと悲しみなどが美しい表現で描写されている作品である0

ヴァ-クパティ･ラージャによって叙事詩の『ガウダヴァホ』 (ガウダ王子)が8世紀

に執筆された｡この作品は､ガウダ王子とヤショーヴァルマン王の戦争､ガウダ王子の殺

害を中心に､自然の風物や季節の描写に神話伝説を交えて執筆されている｡

この時期､仏教とジャイナ教がヒンドゥー教に対する草新思想として､大きな足跡を残

した｡プラークリット語は上記の作品以外にも仏教が発達させた多くの優れた作品を残し

たが､それについては次の部で説明して行きたい｡

五､パーリ語

仏教が導入されることでヒンドゥー教とサンスクリット語の影響が弱くなり､仏教の人

気が高まるにつれて､新しい言語も出てきた｡仏教の経典や注釈などが書かれている言語

を｢パーリ語｣と呼ぶ｡パーリ語は文法的にサンスクリット語と良く似ており､文体はウ

パニシャッドの言語に類似する｡

先に述べたように､マガダ国(現在のビハ-ル州)のアショウ-カ王(紀元前304年～

紀元前232年)が仏教に改宗したことから仏教はインド全体に伝わり､さらに外国にも伝

播したo　それと同時に､仏教の経典を通してパーリ語も伝わっていったo文献を辿ってみ

ると､パーリ語は､インド以外の国､つまりセイロン島､ビルマ､タイ､カンボジアでも

使用された｡パーリ語では､仏教の経典類以外に注目された作品は多くない｡パーリ学者

は仏教の学者であり､彼らの主な活動は仏教の教えを分かりやすく解釈することと仏教の

経典を習得することにあった｡その為に､仏教の主な言語として取り扱ったのがパーリ言

語であったと言える｡

パーリ語で書かれた仏典は仏教の教説を知るための重要な資料であるが､同時に当時の

社会状態を知る上でも高価値の資料である｡そして､文学的にも重要な作品を持つ｡

パーリ語で書かれた『ダンマパダ』 (真理の言葉)は､ 26章で423詩の詩集である｡仏

教の道徳を説く本作は､それまで仏教の学者団によって口から口-伝えられていた詩を集

録したものと思われるo　この仏教の聖典といえる作品は､紀元前3世紀から1世紀に執筆

されたと推定されている｡

パーリ語で書かれた『ジャータカ』は､仏教経典に於ける前生の物語である｡ 547編か

ら成る本作は伝説､説話､教訓､機知などを元に､古代インドの社会生活､文化状況を物

語っている｡ 1世紀頃の作品だと推定される『ジャータカ』は､娯楽と同時に仏教の道徳

を教えるもので､各話は現世物語と過去世物語を結び付け､散文の後に韻文の詩で締め括

っている｡ジャイナ教でも､この物語はジャイナ化されて『ジャイナ･ジャータカ』と言

う名前で作成された｡ 『ジャータカ』の影響はインドに留まらず､仏教と同じように海外

の文学世界に大きな影響を与えた｡

更に､ 『ミリンダパンハ-』は仏教師のナ-ガセ-ナが出した回答を題材にして作られ
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た作品である｡すなわち紀元前2世紀頃の､西北インドのミリンダ王による仏教について

の対話が散文と韻文で簡潔に述べられている｡作者は不明だが､執筆者は仏教師団の中に

いたと想像される｡

六､アパブランシャ語

アパプランシャ語はいくつかの言語が混成して発生した言語であり､パーニニのサンス

クリット語の文法によると｢なまった言語｣として考えられている｡それ以前の知識階級の

者達はサンスクリット語､プラークリット語､パーリ語を中心に使用していたが､アパブラ

ンシャ語は多数の言語､または国民の中から発生したことから､注目される作品数などはサ

ンスクリットよりは比較的少ない｡このアパブランシャ語は､最終的に現在のヒンディ一語

に繋がるものである｡ラメシュ･チャンドラ･シヤールマが執筆した『ヒンディ-文学の歴

史』によると､アパブランシャ語の文学は次のように分類される｡

lアパブランシャ文学   Ā

i  Ā

■ i  2 l  白 圭  Ā Ā Ā

ア ラ ウ キ- ク 文 学 刄 宴E キ- ク 文 学 

董  

シ 三 ア イ i 渡 の 文 翠 6r來,ﾂ[bジダ 掌誓 文文 学琴 呈毒 チ ヤ ジ 重量 ĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

アパブランシャ語の文学は､上記の表のように､アラウキ-ク癖市(宗教的なも

の)とラウキ-ク甜待市(世俗的なもの)の二つに､大きく分類される.そして､宗教的

な文学は更に､ ｢シッディ-文学｣､ ｢ナ-ト文学｣､ ｢ジャイナ-文学｣に三分類される｡

｢シッディ-文学｣の登場は､ 1世紀に仏教がヒ-ナ･ヤーナ(大乗仏教)とマハ一･

ヤーナ(小乗仏教)に区分された後のことであるo　シッディ一派の文学はインドのビハ-

ル州にあるナ-ランダと､パキスタンにあるタクシラを中心に行われ､真言密教を生み出

したoサルハパー､サバラーパ､ナガルジャナなどが｢シッディ-文学｣の代表作家であ

る｡
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サルハパーは690年生まれで､一般市民の言葉で作品を執筆した｡サルハパーはナ-ラ

ンダ大学に所属するサンスクリット語の学者でもあった｡アパブランシャ語で書かれた

『ドーハ-集説教』はサルハパーの代表作である｡サルハパーは､ドーハ-という韻文の

一種を通して､人民に仏教の説教を伝えようとしたo

次に｢ナ-ト文学｣であるが､これはシッディ一派の密教を更に発展させてできた形式

である｡ナ-ト派は密教､ヒンドゥー教､そして新しく導入されたイスラム教の影響を混

在させた学派であった｡ナ-ト派の文学は後にヒンディ一語の文学に繋がることもあるの

で､ナ-トの代表作者はヒンディ一語が発展した時期に登場する｡ 11世紀に生まれたゴー

ラクナ-トがそれで､彼の執筆作品は約40作あると言われる｡代表作晶は『サブディ

-』 (教説歌集)である｡

｢ジャイナ-文学｣も､アパブランシャ語で書かれている｡アパブランシャ語を用いた

最も有名な詩人であるプシュパダンタは､ 10世紀頃の人物で､いわゆる第二クリシュナと

しても知られていた南インドのラーシュトラクータ朝のスバトンガ王(878年～914年)

の宮廷詩人であった｡プシュパダンタは王の支持を受け､叙事詩の『ティサッティ･マハ

プルサ･グナ-ランカーラ』触軒甲甲｢甲南町を作成したoこの作品は102編か

ら成り､ 63人の聖人の生涯が述べられている｡この作品は近代に至って､ 『マハ･プラ-

ナ』の名でも知られている｡

次に『ネ-ミナ-ハチヤリウ』という作品は､ジャイナ教師のネ-ミナ一夕の生涯を措

いた伝記物語である｡ネ-ミナ一夕は紀元前3世紀に生まれた王であり､結婚の際に殺さ

れた動物を見てジャイナ教に改宗し､ジャイナ教の22番目のティリタンカラ(大教師)

になった人物である｡この作品は1159年に書かれ､ネ-ミナ一夕の苦行の生涯の中にあ

る恋愛､戦勝､伝説的挿話などが措かれている｡

以上が､アパブランシャ語で書かれた｢アラクキーク(宗教的な題材)｣の主立った作

品である｡

一方､アパブランシャ語の｢テクキーク(世俗的な題材)｣文学は二つに分別され､ダロ

バ-リ文学(宮廷文学)とソワチヤジャンド文学(独自文学)に分かれる｡ ｢宮廷文学｣は

インドの地方の王の宮廷で作成されたもので､独自文学は人民の中から出た一般人の作者

の作品である｡

ダナヴァ-ラ(10世紀頃)は､北インドの王であるバグァサッタ(年代不明)の宮廷

で､ 22章から成る叙事詩『バグァサッタカハ-』をアパプランシャ語で作成したoバグァ

サッタ王の恋愛伝記であるこの作品には､主人公のバグイサッタの戦闘の場面がサンスク

リット語の大叙事詩から連想されている｡すなわちアパブランシャ語の文学も大叙事詩

『マハーバーラタ』と『ラーマーヤナ』の影響下にあることを示しているのである｡

そして､アパブランシャ語で｢独自文学｣が登場した｡イスラム教の学者であるアブダ

ラ･ラハマーンが､ 4世紀～5世紀頃のカーリダーサが生み出したドゥ一夕(使者)文学
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の形式を使って､ 『サンデーシャ･ラーサカ』 (伝言の牧歌)を執筆した｡アブダラ･ラハ

マーンは1010年にムルターンに生まれた｡ 32章から成る彼の叙情詩集は､女性の恋人が

憧れの心と独りの寂しさを季節と共に描写している作品であるo

七､ヒンディ一語

多数言語の国であるインドではヒンディ一語が国語として認められているが､ヒンディ

一語はこれまでに述べてきた言語の歴史を通じて､現在のヒンディ一語の文体に変容して

きた｡ヒンディ一語は地方による様々な方言を持ちながら､東はヒマ-ラヤ山脈から酉は

ラージャスターンのタール砂漠まで､北のカシミール州のジャッム地方からデカン高原ま

で､インドに於いて圧倒的な勢力を持っている｡いくつかの方言もあるものの､大勢とし

て標準ヒンディ一語が文学､教育などの分野で用いられている｡

更に､ヒンディ一語はインド国内に限らず､フィジー､モーリシャス､ネパールなどで

も多くの人に話され､合わせて､地球上で約5億人以上の話者を持つ言語である｡

インドの文学は､サンスクリット語､プラークリット語､パーリ語､アパブランシャ語

に引き続き､新たな作品をヒンディ一語で生み出している｡方言によるヒンディ一語文学

の作品もあったが､長い歴史の中で消えて作品は残されていない｡従って本稿でヒンディ

一語の文学として指すのは､ 10世紀から現代に至るまでの標準ヒンディ一語の作品であ

る｡

ヒンディ一語の歴史

ヒンディ一語の時代区分は何人かの学者によって語られてきたo　ヒンディ一語の学者の

ハジャーリ･プラサード･ドゥヴィヴェ-ディ- (1907年～1979年)によると､ヒンデ

イ一語で書かれた文学の概略の歴史は､次のように分けることができる｡

圭 劔 打 誇pJE 

i. 劔 劔 

ア- デ イ 十 方 十 ル マ ナ テ 唸4ｨｸ8ｲ 劔y 籀ﾖﾂIu 転 ĀĀĀĀĀ

-蛋_-.醸牽醍醐纏牽き■ 勍蔓_嘗稽準曝.秘等療紀き 葺一昔蝉療 剪ｼ～現在) ĀĀ

圭 轟露一 食_泰= 撃蚤: 冓 劔Ā

好一 ケ ヴ ∫++ 孝一 エ 去. T_ 千 ユ チ 豫yw8B韶rﾊｲ8b箚ﾂĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀĀ

書誉_草書 
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上記の時代区分は歴史に影響を与えた出来事や､社会的な状況が変わる年に基づいて分

けている｡

ヒンディ-文学のア-ディ･カール(古代)､マッデ･ダール(中代)とアドニク･カー

ル(近代)の分類は､それぞれの時期に活躍した学者や詩人の名前､または流行のジャンル

によって命名されている｡

次にそのことについて述べて行きたい｡

(-)､ ア ー デ ィr カ ー ル31IrGqlLd ( 古 代)

10世紀以前､インドの政治状況は､多数の王がいてそれぞれの地方に自分の国を築き､

互いに戦争を起こしていた｡人民は様々な問題に直面していても無視され､貧困の中で生

活を営んでいた｡

ヒンドゥー教と同時に､仏教とジャイナ教の影響も衰え､宗教は儀式や迷信に過ぎなく

なっていった.又､各宗教は様々な派に分かれていたo　イスラム教がインドに入ってきた

のは､そのような時代であった｡

インド社会では厳しいカースト制度があり､人民は身分的に各カーストに別れていた｡

一般人は政治と宗教の世界に参加できず､政治と宗教と教育などに携われるのは上級のカ

ーストに限られていた｡

インドは10世紀には政治的に大きな変動があり､ヒンドゥー教の王が次々に負け､ム

スリムがデリーの王位を得た｡この時代には人民は戦争の中で暮らして戦争文学が登場

し､一方､戦争を嫌う学者は精神的な文学を執筆した.そして､イスラム教がインドに導

入されたのでヒンディ一語文学にイスラム教の思想が見られるようになり､一般人の言語

となっていたヒンディ一語が更に変化していった｡次の二つが当時の主な文学の区分であ

った｡それは1. ｢英雄文学｣ 2. ｢精神的な文学｣である｡

1. ｢英雄文学｣としてまず取り上げられるのはチャンド･バロダーイ- (1205年～

1249年)の1220年に執筆した『プリトウヴィ-ラージ･ラーソ-』という叙事詩であ

る｡プリトウヴイ-ラージ(1165年～1192年)はデリーの最後のヒンドゥー王であっ

た｡ 『プリトウヴイ-ラージ･ラーソ-』はその彼の生涯を叙事詩で表した､著名な作品

であるo　この作品はヒンディ一語の最初の作品とも言われるが､当時のインドのチヤトリ

ア階級(日本の武士階級に相当)の社会と伝統なども措写されており､ムスリム(イスラ

ム教徒)との戦いが英雄的に措かれているo歴史的には､この戦争でビリーティーヴイ王

が敗れ､ムスリムがデリー王位を奪取した｡

他の英雄叙事詩として著名なのは､ 9世紀初めのダルパティ･ヴイジャヤの『クマ-

ン･ラーソ-』である｡この叙事詩は当時の最も古い作品で､五千韻から成っている｡内

容は､ラージャスターン州のクマ-ン王の戦場での活躍を措いている｡また､北インドで

よく語られる『パラマール･ラーソ-』は民俗詩集で､アールハとウダールの英雄物語と

なっている｡ 12世紀のこの作品は詩人ジャグニーク(年代不明)によって執筆された｡さ
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らに1212年にナルパティ- (年代不明)が､英雄詩集の『ビサルデワ･ラーソ-』を執

筆した｡当時は続々と英雄文学が登場したのである｡

2. ｢精神的な文学｣では､作者として学者が何人か登場するが､この文学を花聞かせ

たのは､アミール･フスロー(1253年～1325年､本名はアブル･ハサーン･ヤミヌツデ

イン･フスロー)とヴィッデヤ‥マーティ(1360年～1448年)である｡

アミール･フスローは､ムスリムの父とヒンドゥー教の母の間に生まれた｡アミール･

フスローはヒンディ一語を用いた最初の詩人としても認められており､合わせて99冊の

作品を執筆している｡フスローの代表作は『キッサ･チャーハ一･ドルヴェシュ』あるい

は『四人の聖人』と『カリク･バーリ』である｡ 『四人の聖人』はイスラム教の四人の貴

族達が聖人になるきっかけを物語り､ 『カリク･バーリ』はヒンディ一語とベルシア語の

最初の辞書が詩の形で示されたものである｡フスローは､詩を通してムスリムとヒンドゥ

ーを繋ぐ橋としての役割を果たした｡フスローはサンスクリット語､ヒンディ一語､アラ

ビア語､ベルシア語を習得し､謎々を詩として詠む形式が人民に親しまれ､幅広く受け入

れられた｡更に､フスローが詠んだ新しいジャンルの詩であるドーハ-も当時の学者達に

よって高く評価された｡

ドーハ-の人気は現在に至っても残っている｡ドーハ-とは､四つの文章が13字-ll

辛-13字-11字で構成される短詩型である｡フスローのドーハ-の例を以下に記してお

く｡

(ヒンディ一語)申和合許可

罪r計qT命qTT,

(読み)

(釈)

面河打南野7TW,

面 罵 甲 南qTT 　 　 　 　 　 　 　( 甲 部

フスロー･ダリヤ･プレムカ･ウルティー･ヴァキ･ダル

ジ ョ･ ウ ト ラ･ ソ･ ド ー プ ガ ヤ･ ジ ョ･ ド-/ ･ヾ ソ り モ ル

フスロー

フスロー､愛の川には､逆流がある｡

上に浮く者は溺れるし､溺れる者は渡る｡

ヴイツデヤ‥ -ヾティは現在のビハ-ル州にあるミテイラーの王キリーティー･シング

の有名な宮廷詩人であった｡彼はサンスクリット語とヒンディ一語を習得しており､代表

作は『パダーワ-リ』､ 『シャヴェ･サルヴェ･サヴァ-サール』である｡ヴイツデヤ･パ

ーティは14世紀に執筆した『パダーワ-リ』で､ヒンドゥー教の神であるクリシュナと

女神であるラーダーの恋愛を独特な美しさで描写しているo　この作品は熱烈な信仰心と神

-の美辞麗句を連ねた文辞を合流する美しい叙事詩であるo　そして､ 『シャヴェ･サルヴ

ェ･サヴァ-サール』は､神-の献身を述べた詩の作品である｡
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(二)､マッデ.カール和布｢訂(中代)

ヒンディ-文学のマッデ･カール(中代)はさらに二つに分かれる.一つは1. ｢バク

ティ･カール( (献身時代)｣､もう一つは2. ｢リーティー･カール(作詩法文学時代)｣

である｡

当時の政治状況を見ると､ 1320年にインドでトタグテク朝(1320年～1414年)が政権

を握った｡ムスリム王であるギャ-スッディーン･トタグルク(在位1320年～1325年)

が新王朝を建てたものの早期に死亡し､息子のムハンマド･ビン･トウグルクが跡を継い

だ｡彼はインド全域を支配し､ダウラダーバード(現在のマハーラーシュトラ州)に首都

を移したが､内部反乱のせいで2年後デリーに首都を戻した｡けれども､これによってデ

リーから南インドまでの道路などが整備され､北インドと南インドの文化的､経済的交流

が促進された｡

次に､ロディ一朝(1451年～1526年)がデリーの王位となった｡その後､シェ-ル･

シャ一･ス-リーによって､ス-リー朝(1539年～1555年)が建てられた｡これはパー

ターン帝国とも言われる｡この時代に､インド大陸は最高の経済発展と行政改革を体験し

た｡王と人民の関係は調整されて国民-の弾圧がなくなり､文化的に大きく発達した｡イ

ンドの貨幣の単位であるルピーもまた､この時代に作られた言葉である｡

社会的な状況に目を遣ると､戦争時代と比べて社会が安定して平和が確立された｡王と

人民の関係が良くなったことから､人民が困難にある時は王が救民の政策を執るようにな

り､その結果としてムスリムとヒンドゥーの友好関係が樹立され､両者がお互いの差別な

く各分野での交流を始めた｡これ以前ならばほとんど考えられないような､ムスリム王と

ヒンドゥー貴族の間の結婚も良く見られるようになった｡カースト制度によって身分的に

分けられていたヒンドゥー教徒は､イスラム教にカーストがないことに魅力を感じ､多く

の人々がイスラム教に改宗した｡この交流の影響は､言語､文化､文芸､絵画､建築など

に幅広く見られたのである｡

1.バクティ･カール折範南面(献身時代)

当時の政治､宗教､社会からの影響を受けて､バクティ･カールの文学(献身文学)が

生み出された｡

バクティ･カール(献身時代の文学)は､主に二つに分けることが出来るoそれはニグ

ナ一派とサグナ一派であり､前者はスープイ-文学とサーント文学に分類され､後者はラ
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-マ信仰とクリシュナ信仰に区分されている｡当時の文学区分を図で示すと次のようであ

る｡

バクティ文学はニルグナ一派とサグナ一派に区分される｡ニルグナ一派は､形の無い

神､あるいは偶像崇拝をせず､神を絵と像で示さない派のことである｡この考えはイスラ

ム教が導入された後にインドに幅広く流行し､ヒンドゥー教の哲学学校であるアドヴァ一

夕学校や非物質的な神のことを教えるドヴェ一夕学校が作られた｡この道徳を説くニルグ

ナ一派は､更にス-フィー文学とサーント文学に分類される｡

ニルグナ一派のス-フィー文学とサーント文学に見られる主張の特徴を示す｡

･形の無い神を礼拝

･多神教(擬人化)に反対､または一元論的教義を持つ

･世界は無常である

･世俗のことに対抗する

･カースト制度に反対

･神秘的な発現

･恋愛要素に優位性を認める

･自然の描写

･詩と新ジャンルの韻の作成

ス-フィー文学はヒンドゥーの間で親しまれている民話を題材にし､ス-フィーの思想

を一般に伝えるために､豊かな想像力を駆使して物語化されたものである｡ス-フィー文

学の最初の作家として認められているのは14世紀のムッラー･ダウド(年代不明)で､
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1370年頃に『チャンダーヤン』を執筆した｡主人公のローリックと女主人公のチャンダー

の恋愛物語である『チャンダーヤン』の特徴は､ 12ケ月の歌にある｡女主人公のチャンダ

ーが恋人のローリックに対して各月を題材にして歌を作り､それが人民の大好評を得た作

品であるo

もう一人の代表作家であるマリック･モハンマド･ジェヤシ(1492年～1542年)は､

合わせて24作品を執筆しているが､代表作として認められているのは叙事詩『パドマヴ

アート』である｡ 1540年に完成された『パドマヴァ-ト』は､ラタヌ･セン王とパドマヴ

アティー皇女の恋愛物語である｡この作品は､歴史性と精神性､想像力を併せ持ち､イン

ド文化を代表すると共にス-フィー文学の最高作品である｡他にス-フィー作家としては

パパ･フアリド(1175年～1265年)とス-ルダス(1479年～1586年)などの名があげら

れる｡

15世紀に入ると､ヒンディ-文学界がバクティ運動の高まりを反映し､先駆者となるカ

ビール(1440年～1518年)の登場によってバクティ文学のサーント文学が生み出され

たo　サーント文学の思想とは､イスラムのス-フィー神秘思想､ヴェ-ダーンタの不二一

元論､ナ-トの思想などが入り混じった思想のことである｡サーント文学の代表作家と言

えば､先に述べたカビール(1440年～1518年)であるo　カビールはバナーラスでヒンド

ゥー教のバラモンの家に生まれ､世間体をはばかる母に幼い頃に捨てられたが､ムスリム

の織工に拾われて育った｡ムスリムの文化で育ったカビールが師事したのは､ 15世紀の著

名なヒンドゥー教の師ラーマ-ンダだった｡ムスリムの家に育ちヒンドゥー教の師ラーマ

-ナンダの教えを受け取ったことは､カビールの人格､思想の形式に大きな影響を与えて

おり､彼の作品にも当時の混沌とした社会が如実に写されている｡

カビールは万以上の詩を詠み､多作の詩人とされているが､彼の代表作は『ピージャ

ク』であるo　カビールは自らの思想､教義を広めることを優先し､心に浮かんだことを即

興的に詠んで行ったo 『ピージャク』には三部､すなわち｢サーキー｣､ ｢サバド｣､ ｢ラマ

アエニ｣が収められている｡カビールは人民の詩人であり､一般人の言語で様々な状況に

当てはまる自らの確固とした思想を口述したので､彼の知識に溢れる言葉や詩の一種であ

るドーハ-は､当時から現在に至るまで､人々によって口から口-と伝えられて来たo　カ

ビールのドーハ-の一つの例を挙げておく｡
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(ヒンディ一語)南軒qq甲377T甲r職印汀訂両耳

石 崎3777gT 卓 町 村 帝 辞 職 盲 何 　 　 　 　( 柵

( 読 み) 　 　 　 ポ テ ィ ー･ パ ド･ パ ド･ ジ ャ グ･ ム ー ア･ パ ン デ ィ ト･ バ ヤ･ ナ･ コ イ

ダーイ･アカール･プレームカ‥マレー･ソ一･パンディト･ホ-エ

(カビール)

(釈)　一生を費やして経典を読み続けたとしても､誰も賢明にならない

愛の言葉を理解した者だけが賢明になるのだ｡

イスラムの影響とカビールの思想に共鳴して､グル･ナ-ナク(1469年～1539年)

によって16世紀初期にヒンドゥー教の改革派であるスイツク教が､パンジャーブ地方に

登場した｡そのスイツク教の聖典である『グル･グラント･サーヒブ』にも､カビールの

詩は多数収められている｡

他のサーント文学者としては､ダードゥ一･ダヤール(1544年～1603年)がいる｡彼

もカビールの思想の系列に属しており､ダードゥ- -マントという新たな派を立てた｡ダ

ードゥ一･ダヤールの詩はカースト制度に反対し､イスラムとヒンドゥーの友好のために

琴線に触れるような詩を詠んだ｡彼の弟子は何人かいたが､良く知られているのはスンダ

ルダース(1596年～1689年)である｡彼はサンスクリット語の学者として知られてお

り､詩作の複雑な技法に通暁していた｡

サグナ一派は形ある神や像を崇拝する思想を指し､この派の文学はサグナ一派文学と言

われる｡サグナ一派は､ラーマ信仰とクリシュナ信仰に分類され､ラーマを信仰する文学

はラーマ信仰文学､クリシュナを信仰する文学はクリシュナ信仰文学と言われるo

ラーマ‥ヾクティ(ラーマ信仰)文学とは､熱烈なラーマ信仰を世に伝えた作品を指

す｡ラーマ信仰文学の代表作家はゴースワ-ミ一･トクルスイ-ダース(1532年～1623

午)で､著者作品は12冊から成る｡ 1547年に彼が執筆した『ラーマ･チヤリット･マ-

ナス』は代表作であり､ヒンドゥー教では聖書と同じように尊重され､この時代の『ラー

マーヤナ』とも呼ばれているo 『ラーマ･チヤリット･マ-ナス』は七部から成り､四行

から成る一種の詩であるチヤクパイとドーハ-の詩を合わせた叙事詩である｡

1579年に執筆されたこの作品は､サンスクリット語で書かれた『ラーマーヤナ』の展開

を踏襲しつつも当時の言語で表現しており､英雄でありながら世俗の人として措かれたラ

ーマと他の登場人物を神格化させた功績がある｡古代の『ラーマーヤナ』はサンスクリッ
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ト語で書かれていることから､享受者はバラモンに限定されていたが､ 『ラーマ･チヤリ

ット･マ-ナス』は当時の言語で書かれていたため一般人にも受け入れられたQ　そして､

登場人物の理想的に美化された行為は､ムスリム側からの文化的な影響や価値体系が対立

していたこの時代に､バラモン的秩序を回復した｡

この一作は人々の生活にとって道標となり､民衆はことあるごとに『ラーマ･チヤリッ

ト･マ-ナス』を引用し､取るべき態度を決定した｡

ラーマ信仰文学の他の突出した作品は､ケ-シャブダース(1555年～1617年)の『ラ

ーマ･チャンドリカー』である｡ 17世紀初期に執筆された七編から成るこの韻文物語もラ

ーマ信仰を主題としているが､焦点は詩作の技法に置かれている｡その他､アグララダー

ス(1575年-没年不明))と彼の弟子であるナ-バーダース(1600年-没年不明)が1585

年に著した『パクト･マール』は､韻文で書かれた当時の詩人達の列伝である｡

もう一方のクリシュナ信仰文学は､バクティ･カール文学の末期に発達した｡サグナ一

派のラーマ信仰文学が民衆に大きく受け入れられたので､バラモン的な思想をより根強く

するために､今度はサンスクリット語の叙事詩である『マハーバーラタ』と他の作品に登

場するクリシュナを選択し､彼の生涯を題材に､優れた詩集を作成したのであるoクリシ

ュナはヒンドゥー教の神であるヴィシュヌの化身クリシュナであると主張し､純粋な心で

クリシュナを慕えば､誰でも至福の境に至ると､美しい詩によって一般人に伝えようとし

たのである｡

クリシュナ‥ヾクティ(クリシュナ信仰)文学派を始めたのはヴァッラバ(1479年～

1531年)で､当初はサンスクリット語で著作したが､その弟子達はクリシュナが育ったと

いわれる地方のヒンディ一語の方言であるブラジュ‥ -ヾシヤーを利用して詩作をした｡

この一門からは優れた弟子であるス-ルダース(1478年～1580年)が登場し､クリシュ

ナ信仰文学の代表作者として文学界に多大な貢献をした｡ 12章からなる『ス-ル･サーガ

/レ』 (海のメロディー)は､古典サンスクリット語の作品を参照して編まれた､ス-ルダ

ースの代表詩集であるo

更に､当時はクリシュナ信仰を持っ女性も登場した｡ラージャスターンの女王であるミ

-ラー･バーイ- (1498年～1547年)は､他国の王に嫁いだが夫が若くして逝去したの

で俗世から心が離れ､その頃､世に広まっていたクリシュナ信仰を始めたo　その後､クリ

シュナを自らの夫に見立てて愛を示す賛歌を歌った｡ミ-ラーは四つの作品を執筆したと
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言われるが､代表的な作品は賛歌集の『パダーヴァリ』である｡この作品はラージャスタ

-ニー語で書かれ､現在伝えられている伝本はいくつかの方言で書かれている｡

クリシュナ信仰文学に於ける他の作家は､ラスカーン(1548年～1628年)と16世紀中

期に活躍したヒト･ハリグァンシュであるo　ヒト･/､リグァンシュはクリシュナの愛人で

あるラーダーを信仰した｡

2.リーティー･カールt̂LdRLq'Ld (作詩法文学時代)

リーティー･カールと呼ばれるヒンディ-文学中期の歴史的､政治的､社会的状況を､

まず述べておく0 16世紀から19世紀に掛けて､インドにムガール朝の統治が確立され､

ヒンドゥー諸王が力を失っていった｡ 17世紀は歴史上｢黄金期｣と呼ばれ､インドは経済

的に安定し繁栄した時代となったo　ムガール帝国第5代皇帝のシャ一･ジャハーン(1592

年～1666年)は亡くなった愛姫ムムダーズ･マハルの墓廟として大理石のタージ･マハル

を建設したが､これはイスラム文化の代表的建築となった｡

17世紀にはインドの経済､文化､建築などは世界中の注目を集めていたが､ 18世紀の

ムガール帝国第6代皇帝のアウラングゼ-プ(1618年～1707年)の没後､ムガール帝国

内部では退廃的な雰囲気が支配的となっていった｡ 1600年にイギリスによって設立された

東インド貿易会社は､インドに深く根を下ろし､インドを支配下に置こうとしていた｡

こわ時期の社会的状況を見ると､ムスリムはヒンドゥー文化を受け入れ､またヒンドゥ

ーはムスリムを社会的に容認したので､文化･文学が大きく栄えた｡詩人たちは皇帝や貴

族の庇護下にあり､文芸は王や貴族にとって､知的な喜びを得るために生活に必須のもの

となっていた｡結果として､イスラム文化は皇帝文化として一般の人々の間にも浸透し､

社会に広範な影響を与えた｡この文化的に豊かな社会生活の影響は､この時期に作成され

た作品にも現れている｡

リーティーカールの文学は以下のように大きく二つに分けられる｡

【  Ā き 

蘇 僥ｸ."ﾘ4ﾈﾘｸ/5ﾙ8ﾈｧyｲ ĀĀĀĀ
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リーティー･バッド(様式に従う)文学は､バクティ時代の詩より享受者のレベルが低

下し､俗語などもヒンディ一語の韻文に詠み込まれ､エロティックな要素がヒンディ一語

文学の主流となっていったo　しかし詩の理論は､このリーティー･カール(作詩法文学時

代)に最大の成長を見せた｡そして詩の重要なテーマとして恋愛が､言葉には俗語が入り

込んできた｡例えば､クリシュナを信仰する詩は､この時代が来ると､クリシュナ神の周

りに仕える女性達の生活と恋愛を中心に詩が詠まれるようになった｡すなわち｢ラーサー

(神の性的なこと)｣､ ｢アランカーラ(神の装飾的な概観)｣などをが大きく取り上げられ

て詩が書かれたのであるo

リーティー･バッド文学派の代表作家はビハ-リーラール(1595年～1663年)であ

る｡詩人であるビハ-リーテールはインド中部の都市であるグワ-リヤルに生まれ､ムガ

ール帝国に服従したジャイブルの王ジャイ･シングの宮廷詩人として活躍した｡彼が執筆

した『サタサイ』は七百句の恋愛詩集で､ラーダーとクリシュナの恋愛を官能的に美しく

表現したものである｡

他に17世紀のマテイ･ラームが著名である｡代表作は1695年頃に執筆した『ラスラー

ジ』 (恋愛詩集)と1720年に執筆した『ラリットララーム』 (宮廷で行われた恋愛詩集)

で､共に美しい言葉で綴られた詩集である.

更に､ 1609年にリーティー･カールに生まれたチンダーマニ･トウリパーティー始め､

彼の三人の兄弟は皆､詩人として名を知られている｡チンタ-マニは五作品を執筆した

が､ 1650年に執筆した『カヴィクル･カルブタル』 (恋愛詩集)と1700年前後に執筆した

『カーヴィヤ･ヴィヴェ-ク』 (詩の知識)が代表作とされ､詩学として流行した｡

一方､リーティー･ムクト(様式を自由に)文学は､ラーサー(神の性的なこと)やア

ランカーラ(神の装飾的な概観)ではなく､ス-フィー(イスラム神秘主義者)や宮廷生

活､男女の恋愛､祭りなどを主題に取り上げた文学である｡

このジャンルの代表的な文学者は1747年に生まれたボーダ(本名はブッディ･セ-

ン)である｡ 1830年から1860年に活動した彼の代表作は『ヴィラハ･ヴァリシュ』､ 『イ

シュク･ナ-マ』である｡後者は直訳すると｢恋愛物語｣となり､恋愛に於ける女性の心

理を述べた詩集で､当時､大きな評判を集めた｡そして､ 『ヴィラハ･ヴァリシュ』は主

人公の詩人の､宮廷の締り子のスバーンとの出会いと別れを題材にした作品である｡

他の代表作家としては､ガナナンドが挙げられる｡ガナナンド(1689年～1739年)は

北インドに生まれ､ムハンマド･シヤー(1702年～1748年)の宮廷詩人であった｡ 20作

近くの作品を執筆しているが､代表作は､ 『スジャヌ･ヒット』と『プレム･サロワル』

(恋愛の池)とされる｡ 『スジャヌ･ヒット』はムハンド･シヤー王の宮廷の踊り子シュ

ジャーンを題材にしており､ガナナンドは彼女と恋に落ちたと言われている｡

デヴァ･ダット(1730年～1824年)は､ 72作の叙事詩を執筆している｡かれの代表作
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としては『バーワ一･ヴィ-ラーサ』､ 『プレーム･チャンドリカ』が知られている｡又､

彼はドーハ-とサヴァイヤ(短い賛美歌)でも高い評価を得ている｡

他 に､ ダ リ ヤ･ サ ハ ブ(1664 年 ～1780 年)､ ジ ャ グ ジ ワ- ン･ ダ ー ス(1670 年 ～1761

午)の名も忘れがたい｡

なお､古代からこの時代までの文学は韻文中心であり､散文が使われるのはわずかな注

釈や伝記などに限られる｡そしてこの時代に至っても､いまだ韻文が文学的に高い価値を

持っていたのである｡

(≡)､アドニク･カール珊甲南市布同(近代､現代)
J

アドニク･カール(近代･現代)のインドでは､政治的に非常に大きな変動があった｡イ

スラム教の王が次々にイギリス軍との戦いに敗北し､インドの政権は東インド貿易会社に

掌握された｡ 1857年､東インド貿易会社の方針を批判し､インドの軍人達が最初の独立運

動を起こした｡彼等は勝利してデリーまで進軍したが､最終的にイスラム王であるバハード

ウル･シャ-2世(1775年～1862年)が敗北し､この独立運動は頓挫したo　この混乱の結

果､インドの政権は東インド貿易会社を介さず､直接イギリスの女王に支配されることとな

った｡ 20世紀初頭､インド全体に独立運動が徐々に激しくなり､ 1947年､ついにインドは

独立を果たした｡

このアドニク･カールの時代､インドの社会的状況は､歴史上で一番混乱したものとなっ

た｡イギリスの植民地時代に､インドが社会的､経済的､文化的に蒙った被害は筆舌に尽く

しがたいほどに悲惨なものであった｡イギリス人が広大なインドを支配するために取った

戦略は､インド人にとって激しい苦難の記憶となっている｡ムスリム王とヒンドゥー王は宗

教的に争い､人民の間にも宗教的な差別が起こったことは､インド社会に最大の影響を与え

た｡更に､インドの土地をムスリムとヒンドゥーの統計人口によって分割するという戦略に

より､イギリス人はインドの国土全体を入手した｡イギリスの､インドから原料を持ち帰り､

そこで出来た製品を今度はインド市場で売り出すという方策によって､経済的に安定して

いたインドの国内産業は壊滅することとなったo更に､イギリスの工場のためにインドの農

地から生産物を奪取されたことから､ 1876年から1905年に掛けて､インド史上でも稀な大

飢 健 が 起 こ っ た｡ 1876 年 ～1878 年 に600 万- 1000 万 人､ 1899 年 ～1900 年 に200 万-1000

万人もの人々が飢えで死んだ0 1919年､ジャリヤーンワ-ラー･バーグ事件と呼ばれるイ

ンド人のデモに対しては､イギリスからの弾圧によって3000名以上の死傷者が出た｡

現代のヒンディ一語文学者であるラーメッシュ･チャンド･シャルマ博士が執筆した『ヒ

ンディ-文学の歴史』では､ ｢社会･分化的な逆境｣という段落(227p)に次のように述べら

れている0
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ヒンディ一語: - ｢18軒等TaT*有印身許RF東和TTF印由井市町村毎打
lヽ

触T甲筒印南和衷巧阿南町有牢固首肯弔古市打罰碍町｢簡訂耐印す
J

命3TTW筒耶TT泰7TS青野7Tf軒銀和す命嘩転す抑町有｡くJJltl･ld葛有

伸輔青線軌/

日本語訳: - ｢18世紀の終わり頃から広大なインドの地で行われた文明の破壊の例は､

世界の歴史上でも珍しい｡インドの魂は絶望の谷に沈んでいた｡その中でインドの文化と文

明の伝統的な核は､もはや消え去ろうとしていた｡｣

このような社会状況の中でもインド人は努力を怠らず､アドニク･カールの初め､前述の

ように1857年にはインド最初の独立運動が起こり､愛国の精神から英雄の詩などがよく書

かれた｡

この時代のイスラム教の最後の王バハードウル･シヤー2世(1775年～1862年)は詩人

でもあり､戦争に対して下記の詩を詠んでいたo

(ヒンディ一語)　7Tfa涌井烹碕命GTすす押野知命l

市 電 訂 面 師 耐a7T 喝 声 阿 蘇 　 　 　 　( 弔 甲 等TTF)

( 読) 　 　 　 　 　 　 　 ガ- ジ ウ･ メ･ ブ･ ラ- ギ･ ジ ャ ブ タ ラ ク･ イ マ- ン･ キ

(日本語)

タ ク ト･ ロ ン ド ン･ タ ク･ チ ャ レ ギ･ テ ゲ･ ヒ ン ド ス タ ー ン･ キ

( バ ハ ー ド ウ ル･ シ ャ 一･)

我等が英雄の心に信仰の香りが残る限り

インドの剣がロンドンの王の上に振るわれるであろう｡

このような悲惨な状況下でも､ヒンディ-文学は独自の発展を続けていた｡ヒンディ-文

学は古代､中世を抜けて近代に辿り着いたが､それまで韻文のみであったヒンディ-文学も､

近代になってからは散文作品に対しても注目するようになった｡当時はヒンディ-方言で

あるカリ一･ボーリーが流行し､北インドから南インドまで､韻文文学と並んで散文文学が

幅広く作られた｡特に､東インド貿易会社が自らの官吏養成の目的で1800年に設立したフ

オート･ヴィリアム･カレッジでは､散文文学の整備と普及に力が注がれたo

一方､ヒンディ-文学界では｢チャンプ｣というジャンル､すなわち散文と韻文が混在す

る作品も登場したが､高い評価は与えられず､人々の人気も得られなかった｡

さて､アドニク･カール(近代･現代)のヒンディ-文学の分類を以下のように説明して

行きたい｡
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1 ･ ′トラテンドゥ･ユグ訂R舌弓一甲｢ (バーラテンドゥ時代)

19世紀半ばから文学のリーティー･カール(作詩法文学時代)が終わり､新しい時代が

始まったが､その最初の時期を､代表作者であるバーラテンドゥ･ハリシュチャンドラの名

前を取って｢バーラテンドゥ時代｣と言うoバーラテンドゥ･/､リシュチャンドラ(1846年

～1884年)はバナーラスに生まれ､サンスクリット語からウルドゥー語までを習得してい

た｡彼は15歳から作品を執筆し､ヒンディ一語の方言のカリ一･ボーリーを用いて韻文と

散文双方で多面的な文学活動を行い､近代文学の父とも呼ばれた｡

バーラテンドゥ･カールの韻文は､愛国心､社会的な問題､献身､ユーモアなどが主要な

テーマとなっており､散文では､伝記､宗教､政治､文芸などが題材とされた｡前の時代の

伝統に従ってクリシュナ賛歌を執筆すると同時に､熱烈な愛国精神や国民の深刻な事態を

描写する歌を詠み､散文でも小説､戯曲､随筆を残した｡更に､初めての試みである会話歌

舞の劇を､風刺的かつ豪華に作り上げた｡

バーラテンドゥ･ハリシュチャンドラの韻文文学での代表作は､ 1871年に執筆した『プ

レーム･マリカ』 (恋愛の皇女)､散文文学の代表作は1881年に執筆した『アンデーリ･ナ

グーリ』 (現代の政治を非難する作品)とされているが､これはこの年の社会問題を題材に

した創作劇である｡そして､バーラテンドゥによって､古代のサンスクリット語で書かれた

政治劇『ムドラーラクシャサ』が当時のヒンディ一語に翻訳されたことも､人々の注目を集

めた｡

バーラテンドゥ時代の他の代表的な作家としてはテーラー･シュリーニワース･ダース

(1851年～1887年)が挙げられる｡ラーラーが執筆した『パリークシャ一･グル』 (1882年)

は､ヒンディ一語の文学界で最初の小説である｡この小説のプロットは､若者に伝統を守り

ながら近代社会に生きる方法を示すものである｡他に『サンヨーギターの結婚式』も名高い｡

その他､学者としてバールクリシュナ･バット(1844年～1914年)の名前も挙げられる｡

2･ドゥヴィヴェーディ･ユグ印(ドゥヴィヴェ-ディ時代)
i=

ドゥヴィヴェ-ディ時代も､この時期に活躍した学者名に因んで名付けられた｡マハーグ

イ- ル･ プ ラ サ ー ド･ ド ゥ ヴ ィ ヴ ェ- デ ィ- (1864 年 ～1938 年) は､ 北 イ ン ド の ラ ー エ･

バレーリという良く知られた町に生まれたo彼はサンスクリット語から英語まで幅広く勉

強し､インド鉄道に入社したが､仕事が肌に合わず､文学界に飛び込んだ｡

ドゥヴィヴェ-ディは大量の書物の翻訳を行った｡イギリス人が導入した英文書物は､文

学を初め法律､経済､科学書までが翻訳されたのである｡当時のインドでは英語が近代の知

識の源としてその修得に大きな努力が払われたが､この努力の中心にドゥヴィヴェ-ディ
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がいた｡

彼の代表作は1903年に執筆した『カヴェヤ･マンジュサー』 (当時に流行っていた迷信を

非難する詩集)である｡他に､ 1909年に執筆した『カヴィタ･カラープ』 (女性の美を詠う

作品)､なども知られている｡政府によって推進されていた英語と宮廷言語であるウルドゥ

ー語において既に活発的な動きがあるにも関わらず､ドゥヴィヴェ-ディは詩作､評論､翻

訳などにも幅広く活躍した｡しかしながら､この前の時代のバーラテンドゥより文学的な価

値は劣るとされている｡

他の作家としては､マイティリーシャラン･グブタ(1886年～1946年)が著名であるo

彼はドゥヴィヴェ-ディから影響を受けた詩人であった｡ 1909年に出版された『ラング･

メ･バング』 (森の中で鳥たちが王を選考する内容の作品)が彼の最初の作品であるが､代

表作は1912年に執筆した『バーラット･バールティー』 (インドの歴史を栄光時代を中心に

執筆した作品)で､インドの過去の栄光と当時の惨状を対比した連続詩である｡この作品は

人民の声を促し､独立運動にも重要な役割を果たした｡

他には､ジャガンナ-ト･ダース(1866年～1932年)の名も挙げられよう｡

3･チャーヤーワード･ユグ珂(陰影時代)

チャーヤーワード時代(陰影主義の文学)という命名は､当時のインド国民の心理状況を

表している｡まず､イギリスによるインド支配に於ける数々の暴政行為､そしてもうひとつ､

第一次大戦の影響がインドに与えた苦しみである｡第一次大戦では､イギリス軍の兵士とし

て数多くのインド軍人が徴兵され､イギリス政府のために戦った｡しかし､ 1919年のジャ

リヤーンワ-ラー･バーグ事件では､そうした兵士を率いたイギリス軍によるデモの鎮圧の

ために弾丸が尽きるまでの銃撃戦が発生し､数限りない死傷者が出た｡このような状況が､

インド人そしてヒンディ-文学に根深い影響を与えたのであるo一方､戦争で勝利を収めた

英国こそ真の近代性に溢れた国であると考える学者団体が､イギリス詩人のワースワース､

シェリー､キーツなどをヒンディ-文学に導入した.そして､当時のヒンディ-文学に英国

の文化的､文学的な影響を与えた｡

チャーヤーワード時代の学者は人間性や愛国心､神秘性や浪漫性に基づいた作品の中で､

自らの不満､疑問や批判を表出した｡更に､インドの独立に向けての民族運動が高まり､美

しい表現で綴った陰影的な作品が多く作られた｡これは詩に限らず､随筆､評論､短編小説､

長編小説､戯曲の文体にまで及んだ｡

そして1913年､インドのベンガル語の詩人であるラビンドテナート･タゴール(1861年

～1941年)が､アジアで初めて､ノーベル文学賞を受賞した｡タゴールはベンガル州のカ

ルカッタという町に生まれ､幼い頃から詩作をした｡インド国歌とバングラデシュ国歌を詩
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作したタゴールは数多くの詩と物語を執筆したが､その中でも特に注目を得た作品が『ギタ

ンジャリ』であり､同作でノーベル文学賞も受賞した｡日本の作家･詩人たち､特に思想家

である岡倉天心(1863年～1913年)､野口米次郎(1875年～1947年)と親交を結んだ｡し

かしながら､ヒンディ一語ではなくベンガル語の詩人であるので､本稿では詳述しない｡

チャーヤーワードの代表作家として､ニラ-ラー(1897年～1961年上プレーム･チャン

ド(1880 年 ～1936 年)､ ス ミ ト ラ- ナ ン ダ ン･ バ ン ド(1900 年 ～1977 年)､ ジ ャ ェ シ ャ ン カ

ル･ プ ラ サ ー ド(1890 年 ～1938 年)､ 女 流 の マ ハ- デ ー ヴ ィ 一･ ヴ ァ ル マ- (1907 年 ～1987

午)､の名前が挙げられる｡

インドの独立運動を呼びかける力強い詩を残したニラ-ラーの本名はス-ルヤカーン

ト･トウリパーティーで､ベンガル州のミディナ･プールに生まれた｡彼は詩集､小説､翻

訳集など幅広く活躍したが､､代表作として挙げられるのは1922年に執筆した『アナ-ミカ

ー』 (社会の様々な問題を題材にした詩集)と1936年に執筆した『ギ-テイカ-』 (新しい

韻律や歌詞が収集されている作品)である｡

スミトラ-ナンダン･バンドはチャーヤーワード文学の柱と言われ､浪漫的､神秘的な叙

述で自然を記述する詩を美しく表現した｡彼の代表詩集としては1928年に執筆した『パッ

ラヴ』 (自然観を描写する詩集)と1932年に執筆した『グンジャン』 (自然美から人間美ま

でを題材にした詩集)が挙げられるが､両作は自然の美と人間の思想の美を調和させた作品

である｡

その他､著名な詩人マーカン･ラール･チヤトルヴェディ(1889年～1968年)は､美し

いインドを歌って『ヒ-ム･ダランギニ』という代表作を執筆した｡当時は､独立運動が激

しくなり､ガンディ-がインド国民会議派の議長に就任していた｡ガンディ-の教えである

非暴力･不服従というスローガンは民衆の注目を集め､今度はガンディ-の教えや人物像な

どが詩の題材となり､作られた詩はインド人にとって独立運動の原動力となった｡その例と

してマーカン･ラール･チヤトルヴェディがガンディ-を称えて詠んだ詩を紹介したい｡

(ヒンディ一語)和す可同町訂｢ぎ納車弔青石同｢知

和｢抑東研町市町罰訂訂｢鵡市田r市町

(読み)

(釈)

(A.I- 州d 『 帯｢)

ヴィスヴ･チャッカル･カータ･-

アウル･スルヤ･カルネ･ジャタ･ヴィシュラム

マチャータ･バーヴォ･カ･ブカンプ

ウ タ 一 夕･ バ ー-･ カ ル タ 一･ カ ー ム

(マーカン･ラール･チャトルヴェディ)

全世界が疲れ､太陽も隠れる

つねに努力し､鼓舞し続けよう
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この時代には韻文に限らず散文も幅広く発達し､何人かの作家が登場した｡その中でプレ

ーム･チャンドの名前がまず挙げられる｡バナーラスの農村に生まれたプレーム･チャンド

は､ヒンディ一語とウルドゥー語を代表する文学者で､散文作品を通して民族意識を一気に

花開かせた｡当時まで流行していた理想主義的な作品に対して､彼の執筆した小説や物語､

戯曲は写実主義的であり､社会-の深い関心を示していた｡

プレーム･チャンドは最初にウルドゥー語の｢ナワープ･ラーイ｣という筆名で執筆して

いたが､ 1907年に短編集の『ソ-ゼ･ヴァタン』 (故郷の苦悩)が扇動的であるとしてイギ

リス国王によって発禁とされ､逮捕されることとなった｡以後､彼はプレーム･チャンドと

筆名を改め､社会悪を批判した『セ-ワ一･サダヌ』 (1918年)､独立運動で先頭に立ってい

たマハトマ･ガンディ- (1869年～1948年)を題材にした『カラーム･ブ-ミ』 (行動の広

場､ (1923年))を執筆した｡また農民の悲惨な生活を措いた小説『ゴーダーン』 (1936年)

を執筆し､インド大陸の｢小説の皇帝｣とも言われたo

当時の詩の最高峰と言われた詩人モハンマド･イクバール(1877年～1938年)も登場し

た｡彼は従来が恋愛を詠む形式であった叙情詩を用いて政治や社会の問題を取り上げ､叙情

詩に新しい方向性を持たせた｡ドイツ､英国を留学したイクバールは詩人､哲学者､政治家

として知られていた｡イクバールは1915年に『アスラーレ･フディ-』 (個人性と社会性を

哲学的に語る詩集)､ 1924年に『バーンゲ･ダラー』 (愛国心を題材にした作品)などの代表

詩作を執筆し､これらの作品はイギリス政府によるナイト勲章授与のきっかけとなった｡

1905年にイクバールが詠んだ｢タラ-ナ･イェ･ヒンド｣ (インド人の歌)が当時の独立運

動の歌になり､現在に至ってもインドで評判が高い｡

イクバールはムスリムのためにインドとは別の独立国家を創ることを提案し､この提案

はパキスタンという国家に結実した｡

4･パルガティワーディ･ユグ赦甲(進歩主義時代)

｢進歩主義文学｣という命名は､その傾向から付けられている｡この時代の文学の主な特

徴は次のようである｡

-､資本主義と対立

二､革命の感覚

三､ムスリムとヒンドゥーの友好関係

四､女性に対しての現実的なアプローチ

進歩主義の文学の旗は陰影文学の代表作家である詩人スミトラ一･ナンダン･バンドとニ

ラ-ラーも掲げていた｡

前代の陰影時代の学者であったスミトラ一･ナンダン･バンドは進歩主義時代になるとカ

ール･マルクス(1818年～1883年)とフリードリヒ･エンゲルス(1820年～1895年)の思
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想から影響を受け､ 『ルバーブ』という雑誌を出版した｡陰影時代の作者ニラ-ラーもこの

時期には周囲の影響を受けて進歩主義文学に力を注いだ｡ 1941年に執筆した『ククルムッ

タ』 (当時の社会問題を風刺と喜劇で現す詩集)という作品はニラ-ラーの進歩主義文学の

代表作である｡

この時代の代表作家としては､ナガルジューナ(1910年～1998年)､ディンカール(1908

年 ～1974 年)､ ヤ シ ュ パ ー ル(1903 年 ～1976 年) ア ッ ギ ェ- エ(1911 年 ～1987 年) の 名 前

が挙げられる｡

ナガルジューナはピーハル州のダロバーンガと言う町に生まれ､サンスクリット語から

ヒンディ一語まで勉強し､ ｢ヤトリ｣ (旅人)という詩号で詩を書き始めた｡彼の詩は深刻な

社会問題や政治的な混乱を題材とし､豊かな感受性を活かした詩を発表した｡代表作として

は1969年に執筆したインド人の思想を描写する詩集『マントラ･カヴィ一夕』がある｡

ヤシュパールは小説作家で､パンジャーブ州に生まれ､母が教鞭を取っていた学校で勉強

を始めた｡子供時代の苦しい生活は彼を共産主義思想に接近させ､その作品にも強い影響が

見られる｡ 1943年に執筆した小説『デース･ドローヒ』 (売国奴)は共産主義者の動きを措

いた代表作品である｡様々な社会的な問題を扱った作品から､小説界でヤシュパールはプレ

ーム･チャンドの次に位置する人物とまで言われた｡ 1958年に当時の社会的､政治的､文

化的な問題を題材として書かれた小説『虚偽の真実』は彼のもう一つの代表作である｡

アッギェ-エはヒンディ一語の詩人､小説家､評論家として知られている｡本名はサッチ

ダーナンド･ヒーラーナンド･ヴァ-ツヤーヤン(1911年～1987年)で､ウッタル･プラ

デーシュ州の有名な町クシーナガルに生まれた｡学生時代インドの独立運動に参加して逮

捕され､獄中で詩や小説を綴った｡三部から成る長編小説『シェ-カル･エク･ジヴァニ』

(シェ-カル､一つの伝記)では､独立に伴う混乱に巻き込まれた庶民の姿を活き活きと措

いている｡この作品は1941年に出版された｡

アッギェ-エが書いた詩集は25作以上あり､ 『アリオ･カルナ一･パラ/ヾメ』 (1959年)

と『キティネ･ナオメ･キテネ･バール』 (1967年)が代表作として知られている｡小説､物

語､戯曲､日記､評論の執筆と並行して､ 1953年にインド東北部の旅を綴った

『アレ一･ヤヤワル･ラ--ガ･ヤード』(この走牧民､記憶に残るだろう)と1960年のヨ

ーロッパ旅行を記した『ェク･ブンド･サフサ･ウチリ』 (急に飛んだ一滴)という二つの

紀行文を著している｡

アッギェ-エは1957年には日本も訪れ､日本社会を観察し様々な体験をした｡アッギェ

-エは日本の美しい自然を歩き､日本古来の詩が持つ情緒深い意味に感動した｡特に､世界

最短の詩である5-7-5の音節を組み合わせた｢俳句｣は彼に大きな影響を与え､帰国後に
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アッゲェ-エは芭蕉と蕪村の俳句をヒンディ一語に訳し､詩集として出版している｡

植民地時代を経て､独立したインド社会は自由の文学を培っていった｡一方､イギリス時

代に公用語は英語であったことから､現代では英語の文学や詩などがヒンディ-の文学や

詩に影響を与え続けているo

最後に

インドの文学の歴史も他の国と同じように韻文から始まり､近代になると､散文が韻文

を越えて､文学界で高く位置づけられた｡特にバーラテンドゥ時代の戯作家であるバーラ

テンドゥや陰影時代の小説家であるプレーム･チャンドが散文を文学の中心に押し上げ

た｡この傾向を継いだのはサッチダーナンド･ヒーラーナンド･ヴァ-ツヤーヤン(アッ

ギェ-エ)だった｡彼はインドの東北地方の旅を元に

『アレ一･ヤヤワル･ラ--ガ･ヤード』 (この遊牧民､記憶に残るだろう)を残し､こ

こにインド文学にそれまでほとんど見られなかった紀行文学を生み出したのである｡アッ

ギェ-エに見られる俳句-の強い関心､そして紀行文という形式は､私にとってインド文

学と日本文学を繋ぐ大きな桟のように思われる｡

古代インド文学から現代ヒンディー語文学までの歴史に見る重要事項一覧

年号

2500年頃

2000 年 頃

1000年頃

紀元前

文学史上の出来事

･ )

800年頃

600年頃

600年頃

600年頃

500年頃

500年頃

400年頃

189年頃

インダス文明

アーリアン民族がインドに移住

中央インドのガンジス河流域に進出､

『リーグ･ヴェ-ダ』が成立

『アタルヴァ･ヴェ-ダ』､ 『ヤジュル･ヴェ-ダ』､ 『サーマ･ヴ

ェ-ダ』が成立

第-情事詩である『マハーバーラタ』の原形成

第二叙事詩である『ラーマーヤナ』をヴァ′レミキが成立

ウパニシャッドが成立

パーニニの文典が成立､ヴェディック･サンスクリットから情事

詩の原形成

プラークリット言語が使われた

カウティリヤの『アルタ･シヤーストラ』が成立

パーリ語の始まり
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紀元後

30年頃

144年頃

320 年

375年頃

510 年

627 年

672 年

1100年頃

1172 年

1220 年

1253 年 ～1325 年

1399 年 ～1518 年

1469 年 ～1539 年

1478 年 ～1580 年

1498 年 ～1547 年

1574 年

1591 年

17世紀頃

1846 年 ～1884 年

1912 年

1880 年 ～1936 年

1909 年

1877 年 ～1938 年

1905 年

1911 年 ～1987 年

『ジャータカ』の成立

仏教詩の『アシュヴァゴーシャ』の成立

ヴァ-ツヤーヤナの『カーマ･スートラ』を執筆

カーリダーサが『メ-ガ･ドゥ一夕』を執筆

バーラヴィが叙事詩の『キラータールジュニーヤ』を執筆

バーン･バッタが執筆した伝奇小説の『カーダンパリー』が成

立

ダンディンが詩論書の『カーヴイヤーダルシャ』を執筆

現在ヒンディ一語として使われているデーヴァナ-ガリ文字が

形式が完成｡

叙情詩人のジャヤデーヴァの『ギ一夕･ゴーヴィンダ』を執筆

チャンド･パルダーイ-がヒンディ一語の最初の叙事詩『プリト

ウヴィ一･ラージ･ラーソ-』を完成

アミール･フスローがヒンダヴィという言葉を始めて使い､ド

ーハ-を作成｡

神秘主義詩人カビールの活躍

シク教のナ-ナクの活躍

盲目の詩人ス-ルダースの活躍

女性詩人ミ-ラー‥ -ヾイの活躍

トクルスイ一･ダースが『ラーム･チヤリット･マ-ナス』を執

筆

ケ-シャブ･ダースが『ラーマ･チャンドリカー』を執筆

恋愛詩人のビハ-リ･ラールが『サタサイ』を執筆

ヒンディ-散文の父バーラテンドゥ･ /､リシュチャンドラの

活躍

マイティリー･シャラン･グブタが『バーラット･バールテ

ィー』を執筆

社会小説家のプレーム･チャンドの活躍｡

プレーム･チャンドの『ソ-ゼ･ヴァタン』がイギリス国王

によって発禁｡

現代において最高峰を持つ詩を執筆したイクバールの活躍

イクバールは有名な詩の｢サレ･ジャハン･セアッチヤ｣を

執筆

詩人のアッギェ-エの活躍
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1941 年

1950 年

1953 年

1960 年

アッギェ-エが心理小説の『シェ-カル･エクジグィニ』を

執筆

ヒンディ一語はインドの国語として認められた

アッギェ-エが紀行文の『アレヤヤワル･ラ-ガヤード』を

執筆

アッギェ-エが紀行文の『ェク･ブンド･サフサ･ウチリ』

を執筆

(補記)

本稿での図表は､ ｢アパブランシャ語の文学｣､ ｢バクティ文学｣､ ｢リーティー･カール

文学｣の図は博士ラメ-ス･チャンドラ･シャルマ-が執筆した『ヒンディ一語文学の歴

史』 (ヴィダー･パルカション､インド､ 2008年)を元に､私が用語を翻訳し､再構成し

たものである｡

その他の図表は､すべて私が作成したものである｡
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